


【表２－２　軽減後の均等割額】

医療給付費分
後期高齢者
支援金等分

介護納付金分

均等割額（軽減前） 29,000円 10,000円 11,000円

軽
減
後
の
額

７割軽減 8,700円 3,000円 3,300円

５割軽減 14,500円 5,000円 5,500円

２割軽減 23,200円 8,000円 8,800円

【表２－１　低所得世帯の軽減割合の比較】

前年の世帯総所得金額 平成24年度

平成23年度

久喜地区
菖蒲・栗橋・
鷲宮地区

33万円以下 ７割軽減 ７割軽減 ６割軽減

33万円+（24万5,000円×世帯主
を除く被保険者と世帯主を除く特
定同一世帯所属者（※）の合計人
数）以下

５割軽減 ５割軽減 ４割軽減

33万円+（35万円×被保険者と特定
同一世帯所属者の合計人数）以下

２割軽減 ２割軽減 －

【表１　平成24年度税率と平成23年度税率の比較】

区　　分
平成24年度 平成23年度

新税率 久喜地区 菖蒲地区 栗橋地区 鷲宮地区

医療給付
費分

所得割率 7.0% 5.6% 6.4% 5.8% 6.9%

資産割率 － － 30.0% 38.0% 29.0%

均等割額 29,000円 35,300円 4,200円 9,200円 15,800円

平等割額 － － 19,200円 19,800円 14,800円

賦課限度額 510,000円 470,000円 470,000円 470,000円 470,000円

後期高齢者
支援金等分

所得割率 2.1% 2.0% 2.3% 1.8% 2.4%

均等割額 10,000円 11,400円 13,800円 10,000円 14,800円

賦課限度額 140,000円 120,000円 120,000円 120,000円 120,000円

介護納付
金分

所得割率 2.2% 3.02% 1.1% 1.2% 1.4%

均等割額 11,000円 15,800円 10,800円 12,000円 14,800円

賦課限度額 120,000円 90,000円 90,000円 90,000円 90,000円

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
正
し
ま
す

　

現
在
、
久
喜
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
保
険
税
」
と
い
い
ま
す
。
）
の
税
率
は
、
合
併
前
の
旧

市
町
の
税
率
で
課
税
す
る
「
不
均
一
課
税
」
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
４
つ
の
地
区
で
保
険
税
率
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
不
均
一
課
税
を
解
消
す
る
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
を
図
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
保
険
税
率
を
改
正
し
ま
す
。

問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
課
保
険
税
係
（
内
線
３
４
５
５
）

保
険
税
率
の
改
正
内
容

　

税
率
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
賦

課
限
度
額
、
賦
課
方
式
お
よ
び
低

所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
も
改
正
し
ま
す
。

⑴
税
率
お
よ
び
賦
課
限
度
額

　

新
た
な
税
率
と
賦
課
限
度
額
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

⑵
賦
課
方
式

　

医
療
給
付
費
分
の
賦
課
方
式
を

所
得
割
と
均
等
割
の
２
方
式
に
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
久
喜
地
区
で
は
２
方

式
を
採
用
し
、
菖
蒲
地
区
、
栗

橋
地
区
、
鷲
宮
地
区
で
は
、
所
得

割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割

の
４
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
資
産
割

と
平
等
割
を
廃
止
し
２
方
式
を
採

用
し
ま
す
。

⑶
低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置

　

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
均
等
割

額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
７

割
・
５
割
・
２
割
軽
減
を
適
用
し

ま
す
（
表
２

－

１
、
２

－

２
参
照
）
。

　

こ
れ
ま
で
久
喜
地
区
で
は
７
割

・
５
割
・
２
割
軽
減
を
適
用
し
、

菖
蒲
地
区
、
栗
橋
地
区
、
鷲
宮
地

区
で
は
６
割
・
４
割
軽
減
を
適
用

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で

は
、
低
所
得
世
帯
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
７
割
・
５
割
・
２

割
軽
減
を
適
用
し
ま
す
。

○
前
年
の
世
帯
総
所
得
金
額
に
応

じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
16
歳
以
上
の
方
（
擬
制
世
帯

主
を
含
む
）
の
所
得
の
申
告
が

必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い
な

い
と
軽
減
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
擬
制
世
帯
主
と
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

主
で
、
保
険
税
の
納
付
義
務
者

に
な
り
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
た
人
で
、
そ
の
喪
失
日
以
降

も
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す

る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
た
だ

し
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
り
、
世

帯
主
が
異
動
し
た
り
し
た
と
き
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
で
な
く
な

り
ま
す
。

賦課限度額…医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分それぞれの算出税額の上限

額です。

所得割…加入者の前年総所得から基礎控除額33万円を引いた金額（課税標準額）に所得割率

をかけたものです。

資産割…当年度の土地・家屋に係る固定資産税額に資産割率をかけたものです。平成24年度

から廃止します。

均等割…加入者１人につき定められた金額です。

平等割…加入１世帯につき定められた金額です。平成24年度から廃止します。
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　喫煙マナーを守らずに路上喫煙をすることにより、たばこの吸い殻の散乱や、たばこの火の接触によるやけど

や衣類等の焼け焦げ、煙の迷惑など、さまざまな問題が生じています。この条例は、喫煙マナーおよび環境美化

意識の向上を図り、市民の皆さんの安全で快適な生活環境を確保するために制定されました。

　なお、条文の詳細は市ホームページをご覧ください。

問合せ　環境保全課環境衛生係（内線2843）／各総合支所環境経済課（菖蒲・内線250／栗橋・内線241／鷲

宮・内線224）

①路上喫煙禁止区域を除く市内全域の路上等では、『携帯灰皿などを使用しない喫煙』、『歩きたばこ』を

しないよう努めなければなりません。また、立ち止まり、携帯灰皿などを使用して喫煙する場合でも、

喫煙によるやけどの被害、受動喫煙を生じさせることがないように配慮しなければなりません。

②『路上喫煙禁止区域』内で喫煙し、市職員や巡視員の指導に従わない場合、2000円の過料が科されます

（指定の喫煙場所を除きます）。なお、過料の適用は７月１日からとなります。

　路上喫煙禁止区域の指定に伴い、空き缶等ポイ捨て防止重点区域についても見直しを実施し、区域図の※

印の区域を４月１日から追加指定します。

　指定後は、久喜駅前東西口周辺の路上喫煙禁止区域および空き缶等ポイ捨て防止重点区域として、一体的

に巡視を行います。

※『路上等』とは

　道路、公園、駅前広場、バスの停留所など、多くの市民が利用する公共的な空間をいいます。基本的

には国、県、市および公共交通機関などの公共的な機関が所有、管理する屋外の場所を指します。

４月１日　久喜市路上喫煙の
防止に関する条例が施行されます

条例が施行されると…条例が施行されると…

空き缶等ポイ捨て防止重点区域が追加指定されます空き缶等ポイ捨て防止重点区域が追加指定されます
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問合せ　健康医療課健康企画係（内線3422）

●年間３万人以上が自ら命を絶っているという事実●
　日本における自殺者の数は、平成10年以降、毎年３万人を超えています。さらに、自殺未遂者はその数倍に

ものぼるといわれ、自殺は、本人や家族の問題だけでなく、もはや日本全体で取り組むべき深刻な問題です。

●見逃さないで！　こころのＳＯＳ●
　気持ちや体調の異変は、あなたの体から発せられる危険信号。自分で気づくことができれば対処できますが、

気づかずに無理をしている場合も少なくありません。

　自殺者の多くは、うつ病、統合失調症、パーソナリティ障害、アルコール依存症などのこころの病気を抱えて

おり、正常な判断力を失った状態であったと考えられています。これらのこころの病気を早期に発見し、適切な

治療を施すことが、自殺者の減少につながると期待されています。

●大切な人を失わないために●
　過重労働、転勤、昇進、引っ越し、結婚、出産、借金、死別体験など、生活の変化は悩みの要因となります。

また、他人には幸せに見えることでも、本人にとっては大きな悩みになることもあります。

　“眠れない”、“食欲がない”、“口数が少なくなった”など、身近な人のいつもと違う状態に気づき、声を掛

け、話を聴いて、必要な場合は専門の相談機関につなげていきましょう。このような行動を起こすことは、大切

な人との絆を深め、『生きる力』を支援することになります。

●どこに相談すればいいの？●
　市では、こころや体の健康についての相談日（26・27ページ参照）、各種相談業務（24ページ参照）を行っ

ています。一人で悩まず相談窓口をぜひ利用してみましょう。

『暮らしとこころの総合相談会』を開催します
　多重債務、生活・失業相談、こころの健康など生活面の悩みがあったら、抱え込まずに相談してみましょう。

春日部市保健センター

３月10日㈯　11時～15時

当日受け付けも可：当日受け付けは10時30分から

J
ジ ャ ッ ク

ACK大宮（さいたま市） 

３月15日㈭・22日㈭　15時～19時

当日受け付けも可：当日受け付けは14時30分から

いずれも事前申し込みは、「暮らしとこころの総合相談会」事務局

☎048－782－4675【月～金曜日（祝日を除く）10時～17時】

気 づ き気 づ き
　悩みを抱えている人は、誰にも悩みを打ち明けられずにいる

場合が多くみられます。微妙な変化に早めに気づくことができ

るよう、大切な人たちとのコミュニケーションを日ごろから図

りましょう。

つなぎ・見守りつなぎ・見守り
　早めに専門家に相談することで改善への道はスタートしま

す。一人で悩まずに専門家に相談できるよう、相談窓口の情報

を伝えたり、時には相談者の了解を得た上で、相談先に直接連

絡を取るなど具体的に支援しながら、温かく見守りましょう。

声 か け声 か け

話を聴く話を聴く
　話しやすい環境を設定し、時間をかけて話を聴きましょう。

話を聴いた後は、まず、話をしてくれたことに感謝し、今まで

辛い思いをしてきた相手をねぎらいましょう。

【気をつけること】

 ◇話をせかさない、そらさない

 ◇安易な激励をしない

 ◇一般的な価値観を押しつけない　など

　まずは、話すきっかけをこちらから作ってあげましょう。偶

然に声を掛けられることで、ふと我に返り、自殺を思いとどま

ることも少なくありません。

いつもと違う？ どうしたの？元気ないよ

よかったら話して

とても辛い思いを
しているのですね

それは大変でしたね

話してくれて
ありがとう

３月は
自殺対策強化月間です

『生きる力』を支援する
～絆を深めよう～
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菖蒲総合支所配置図（４月１日以降）

　

菖
蒲
地
区
で
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
が
実
施
し
て
き
た
菖
蒲
北

部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換

地
処
分
の
公
告
（
３
月
16
日

予
定
）
に
伴
い
、
公
告
日
の

翌
日
（
３
月
17
日
予
定
）
か

ら
対
象
区
域
の
住
所
が
変
わ

り
ま
す
。

　

対
象
区
域
の
世
帯
に
は
、

「
住
所
・
戸
籍
変
更
通
知

書
」
、「
住
所
等
変
更
に
伴
う

手
続
き
一
覧
」
な
ど
を
公
告

日
以
降
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
所
等
の
変
更
に

関
す
る
こ
と
…
市
民
課
市
民

係
（
内
線
２
６
６
１
）
／

菖
蒲
総
合
支
所
市
民
税
務
課

（
内
線
１
２
５
）

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す

る
こ
と
…
都
市
整
備
課
都
市

整
備
係
（
内
線
３
７
４
２
）

　

市
で
は
、
県
の
権
限
委
譲
を
受
け
て
、
６

月
１
日
㈮
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
事
務

（
申
請
受
け
付
け
お
よ
び
交
付
）
を
開
始
し

ま
す
。
詳
細
は
広
報
く
き
５
月
１
日
号
で
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内
線
２
６
６
２
）

　

久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会
菖
蒲
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
菖
蒲
事
務
所
は
、
文
化
交
流
見
沼
館
か

ら
菖
蒲
総
合
支
所
３
階
へ
移
転
し
ま
す
。

問
合
せ　

久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会
菖
蒲
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
85
・
８
１
３
１
／
久

喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
菖
蒲
事
務
所

☎
85
・
８
３
６
３

　

菖
蒲
総
合
支
所
３
階
の
建
設
課
と
教
育
委
員
会
菖
蒲
分
室
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
菖
蒲
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
移
転
に
伴
い
、
４
月
１
日
㈰
か
ら
菖
蒲
総
合
支
所
2
階
へ
移
転
し
ま

す
。

問
合
せ　

菖
蒲
総
合
支
所
総
務
管
理
課
（
内
線
２
３
１
）

菖
蒲
北
部
土
地
区
画
整
理
地
内
の
住
所
が

変
わ
り
ま
す

パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

４
月
１
日
㈰
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
菖
蒲
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
菖
蒲
事
務
所
が

菖
蒲
総
合
支
所
内
に
移
転
し
ま
す

菖
蒲
総
合
支
所
内
の
配
置
が
一
部
変
わ
り
ま
す
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平
成
23
年
11
月
２
日
㈬
、
市
議
会
議
場
で
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
「
女ひ

と

と
男ひ

と

い
き
い

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
久
喜
」
と
市
の
共
催
に
よ
り
「
２
０
１
１
久
喜
市
い
き
い
き
女
性
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
議
員
は
、
公
募
に
よ
る
７
人
（
う
ち
大
学
生
２
人
）
、
女
性
団
体
等
の
推
薦
に
よ
る

13
人
、
市
内
在
学
の
高
校
生
５
人
の
計
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
の
女
性
が
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
を
行
い
、
田
中
市
長
や
吉
田
教
育
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２
２
）

【
質
問
】
市
の
震
災
後
の
対
応
に
つ
い
て

（
壊
れ
た
家
に
関
し
て
資
金
援
助
以
外
の
取

り
組
み
は
／
液
状
化
発
生
に
対
し
て
の
対
策

は
／
今
後
の
大
地
震
対
策
は
）

【
答
弁
】
市
長    

　

液
状
化
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
南

栗
橋
地
区
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
、
住
宅
等

の
応
急
危
険
度
判
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
む
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
方
に

対
し
て
、
地
元
建
築
士
会
の
協
力
で
改
修
方

法
等
の
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
国
の
液
状
化
対
策
に
関
す
る
検

討
結
果
を
参
考
に
、
地
質
調
査
の
結
果
等
を

活
用
し
、
現
状
に
あ
っ
た
対
策
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
市
の
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 山

やま

中
なか

麻
ま

理
り

奈
な

議員
（県立久喜工業高校）

【
質
問
】
子
ど
も
が
帰
宅
で
き
な
い
場
合
の

学
校
の
備
蓄
状
況
や
避
難
所
と
し
て
の
学
校
の

対
策
は
／
地
区
体
育
祭
の
中
で
防
災
訓
練
を

【
答
弁
】
教
育
長    

　

児
童
生
徒
を
学
校
に
長
時
間
留
め
置
く
場

合
を
想
定
し
、
防
災
担
当
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
水
、
食
糧
、
防
寒
具
等
、
備
蓄
品

の
数
量
や
保
管
場
所
等
の
検
討
・
整
備
を
進

め
ま
す
。
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
た
場
合
を

想
定
し
、
避
難
場
所
や
ト
イ
レ
の
場
所
等
の

調
整
、
教
職
員
の
応
援
体
制
な
ど
を
防
災
計

画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
江
面
地
区
市
民
体
育
祭
で
行
わ

れ
た
火
災
時
の
煙
体
験
な
ど
、
今
後
も
防
災

意
識
を
高
め
る
工
夫
を
検
討
し
ま
す
。 冨

とみ

田
た

伯
のり

枝
え

議員
（公募）

未来に羽ばたけ！ 女性の声未来に羽ばたけ！ 女性の声
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【
質
問
】
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
団
体
・
個
人
に
対

す
る
助
成
・
育
成
状
況
は
／
災
害
時
の
備
蓄

状
況
は
／
防
災
時
の
委
員
会
に
女
性
登
用
を

【
答
弁
】
市
長

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
と
し
て
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
補
助
金
を
交
付
し
、
地
域

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
へ
の
活
動
助
成
等
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
の
養
成

講
座
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
備
蓄
は
、
平
成
23
年
９
月
１
日

現
在
、
大
人
用
お
む
つ
８
７
０
枚
、
子
ど
も

用
お
む
つ
４
５
３
６
枚
、
調
整
粉
乳
１
６
５

人
分
、
ほ
乳
瓶
４
５
０
本
で
、
想
定
避
難
者

１
日
分
の
必
要
数
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
災
害
対
策
本
部
に
は
、
本
部
員

と
し
て
女
性
職
員
が
１
人
い
ま
す
。 神

かん

田
だ

律
りつ

子
こ

議員
（ボランティア団体連絡協議会）

【
質
問
】
旧
菖
蒲
町
で
三
世
代
交
流
事
業
と

し
て
開
催
し
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
新
市
各
地
区
で
開
催
す
る
よ
う
検
討
を

【
答
弁
】
市
長    

　

各
地
区
で
特
色
の
あ
る
世
代
間
交
流
事
業

が
長
年
行
わ
れ
、
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
皆
様

が
充
実
し
た
日
々
を
過
せ
る
よ
う
に
支
援
を

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
合

併
時
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
や

地
域
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
協
議
を
重
ね
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
み す み

⻆あい子
こ

議員
（菖蒲町連合婦人会）

【
質
問
】
合
併
後
の
各
地
区
の
祭
り
や
文
化

の
継
承
と
そ
の
支
援
の
方
向
は

【
答
弁
】
市
長    

　

伝
統
的
な
祭
り
で
は
、
市
が
財
政
的
支
援

を
す
る
観
光
協
会
や
商
工
会
が
、
主
催
者
に

人
的
・
財
政
的
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
市
も

備
品
の
貸
し
出
し
や
人
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

花
が
テ
ー
マ
の
祭
り
や
、
地
域
お
こ
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
な
ど
も
、
主
催
者
な
ど

に
人
的
支
援
や
備
品
を
貸
し
出
す
と
と
も

に
、
補
助
金
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
世
代
へ
の
継
承
お
よ
び
地
域

相
互
の
交
流
を
支
援
し
、
市
民
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
、
そ
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

乙
おつ

幡
はた

友
ゆ

佳
か

里
り

議員
（東京理科大学経営学部）

【
質
問
】
栗
橋
地
区
の
強
化
堤
防
事
業
の
現

況
は
／
地
域
ご
と
の
防
災
訓
練
や
講
習
の
必

要
性
と
自
主
防
災
等
の
方
向
性
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

平
成
23
年
８
月
現
在
、
用
地
買
収
対
象
の

２
３
０
件
の
う
ち
、
１
６
５
件
の
契
約
が
締

結
さ
れ
て
い
ま
す
（
面
積
比
約
67
％
相
当
）
。

蓮
はす

見
み

貞
てい

子
こ

議員
（栗橋連合婦人会）

買
収
・
移
転
を
し
た
場
所
か
ら
、
埋
蔵
文
化

財
の
試
掘
調
査
を
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度

に
は
そ
の
一
部
で
本
調
査
を
実
施
予
定
で
す
。

　

地
域
住
民
に
よ
り
組
織
す
る
自
主
防
災
組

織
の
自
主
的
な
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
市

で
は
補
助
金
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

同
組
織
が
未
設
置
の
行
政
区
に
は
、
設
置
を

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
地
区
の
現
状
を
踏
ま
え
た
「
青
少

年
育
成
市
民
会
議
」
の
今
後
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長    

　

青
少
年
健
全
育
成
団
体
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
の
統
一
を
目
指
し
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
各
地
区
で
組
織
さ
れ
た
団
体

が
長
い
歴
史
の
中
で
独
自
の
事
業
を
展
開
し

て
い
る
た
め
、
短
期
間
で
の
統
合
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
団
体
の
実
情
を
十
分

に
考
え
、
代
表
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
、

統
一
は
慎
重
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
は

谷
せ

川
がわ

恵
けい

子
こ

議員
（青少年育成久喜市民会議）

【
質
問
】
公
民
館
施
設
の
あ
り
方
と
栗
橋
公

稲
いな

葉
ば

澄
すみ

子
こ

議員
（栗橋連合婦人会）

民
館
で
企
画
す
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
／
社

会
教
育
施
設
の
職
員
の
適
性
配
置
に
つ
い
て

【
答
弁
】
教
育
長

　

公
民
館
は
、
運
営
委
員
の
会
議
で
事
業
を

決
定
し
運
営
し
て
い
ま
す
。
栗
橋
公
民
館
で

は
、
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
15
事
業
を

計
画
的
に
実
施
し
、
市
内
在
住
者
に
講
師
を

お
願
い
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

各
公
民
館
と
も
常
勤
と
非
常
勤
の
職
員
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
で
運
営
し
、
配
置
は

お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●特集　いきいき女性議会●
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【
質
問
】
野
久
喜
地
区
の
青
毛
堀
川
沿
い
に

景
観
工
事
の
予
定
は

【
答
弁
】
市
長

　

県
の
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
が
、
平
成
22

年
度
に
護
岸
工
事
と
管
理
用
通
路
を
整
備
し

ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
通
路
を
遊
歩
道
に
利

用
で
き
な
い
か
、
県
と
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

県
は
、
河
川
清
掃
や
除
草
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
「
リ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
」

を
設
け
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
久
喜
地
区
の

同
川
で
は
３
団
体
が
活
動
し
、
市
も
刈
っ
た

草
や
ご
み
の
回
収
等
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

松
まつ

本
もと

美
み

津
つ

江
え

議員
（ボランティア団体連絡協議会）

【
質
問
】
合
併
後
の
ご
み
分
別
・
収
集
方
法

の
変
更
を
ど
う
伝
え
た
か
／
ご
み
指
定
袋
を

使
用
す
る
利
点
は

【
答
弁
】
市
長

　

変
更
点
に
つ
い
て
は
「
衛
生
組
合
だ
よ

り
」
を
全
戸
配
布
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
23
年
10
月
に
実
施
し
た
栗
橋
・
鷲

宮
地
区
の
分
別
の
変
更
は
、
両
地
区
で
チ
ラ

武
たけ

田
だ

　祈
のぞみ

議員
（東京理科大学経営学部）

シ
の
全
戸
配
布
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
説
明
会
や
ご
み
の
集
積
所
に
掲

示
等
を
行
い
、
周
知
方
法
の
工
夫
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
指
定
袋
を
購
入
し
ご
み
を
排
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
余
計
な
ご
み
を
作
ら
な
い

と
い
う
行
動
の
変
化
が
生
ま
れ
、
ご
み
処
理

に
関
す
る
コ
ス
ト
意
識
や
排
出
者
責
任
の
自

覚
な
ど
意
識
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
、

ご
み
の
減
量
化
や
効
率
的
な
処
理
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
の
現
状
と

菖
蒲
地
区
へ
拡
大
す
る
予
定
は

【
答
弁
】
市
長

　

現
在
、
久
喜
地
区
内
で
７
コ
ー
ス
を
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
ま
で
運
行
し
、
料
金
は
１
回

１
０
０
円
、
平
成
22
年
度
の
１
日
当
た
り
の

平
均
利
用
者
数
は
５
１
９
・
7
人
で
す
。

河
かわ

原
はら

良
よし

子
こ

議員
（母子愛育連合会）

【
質
問
】
栗
橋
駅
西
土
地
区
画
整
理
地
内
に

予
定
し
て
い
る
公
園
の
内
容
と
完
成
時
期
は

【
答
弁
】
市
長

　

街
区
内
の
居
住
者
に
最
も
身
近
な
公
園

で
、
敷
地
面
積
２
５
０
０
㎡
程
度
の
施
設
を

７
か
所
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
中
心
に
休
養
ス
ペ
ー
ス
が
十

分
に
確
保
さ
れ
た
公
園
で
、
敷
地
面
積
２
万

㎡
程
度
の
公
園
も
1
か
所
設
置
し
ま
す
。
平

成
23
年
度
よ
り
関
係
機
関
等
と
調
整
を
進

め
、
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に
併
せ
て
順
次

整
備
す
る
予
定
で
す
。

柿
かき

沼
ぬま

かつ江
え

議員
（栗橋連合婦人会）

【
質
問
】
地
域
福
祉
計
画
で
市
独
自
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
策
定
の
予
定
は
／
地
域
住
民
が

集
い
、
活
動
で
き
る
場
所
の
整
備
計
画
は

【
答
弁
】
市
長

　

計
画
で
は
、
誰
も
が
地
域
に
お
い
て
自
分

ら
し
く
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う

「
基
本
理
念
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
久
喜
市
健
康
福
祉
推
進

坪
つぼ

井
い

喜
き

代
よ

子
こ

議員
（民生委員・児童委員協議会）

委
員
会
で
ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
集
会
施
設
や
民
家
な
ど
を

会
場
に
し
て
高
齢
者
等
が
気
軽
に
集
え
る
居

場
所
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
も
既

存
の
集
会
施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
青
少
年
健
全
育
成
団
体
の
統
合
お

よ
び
青
少
年
事
業
の
考
え
方
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

青
少
年
団
体
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
各
団

体
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
団
体
の
活
動
が
、
青
少
年

健
全
育
成
の
基
礎
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
も
補
助
金
の
交
付
や
、
青
少

年
団
体
の
活
動
環
境
の
整
備
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
青
少
年
事
業
の
新
た
な
施
策
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
青
少
年
問
題

協
議
会
に
諮は

か

り
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

久
く

保
ぼ

たち子
こ

議員
（青少年育成推進協議会）

　

公
共
交
通
検
討
委
員

会
で
新
市
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
同
委
員
会
か
ら

提
出
さ
れ
る
「
公
共
交

通
検
討
報
告
書
（
１
月

18
日
答
申
さ
れ
ま
し

た
）
」
を
踏
ま
え
、
方

向
性
を
決
定
し
ま
す
。
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跨線橋下から久喜駅方面の様子

【
質
問
】
中
学
生
の
精
神
的
（
心
の
）
教
育

は
、
ど
の
よ
う
な
指
針
で
指
導
し
て
い
る
の
か

【
答
弁
】
教
育
長

　

中
学
生
の
時
期
に
大
切
な
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
、
生
徒
自
ら
が
考
え
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、
生

徒
は
「
自
分
の
良
さ
」
と
「
他
人
の
良
さ
」

が
と
も
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
良
い
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
も
学
校
が
保
護
者
や
地
域
と
一
体
と

な
り
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
に
気

付
き
、
他
人
の
良
さ
を
認
め
、
自
信
と
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

が
身
に
付
く
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

坂
さか

庭
にわ

恵
けい

子
こ

議員
（栗橋連合婦人会）

【
質
問
】
県
道
春
日
部
久
喜
線
の
跨こ

線せ
ん

橋
開

通
に
伴
う
道
路
と
そ
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

久
喜
駅
南
側
の
踏
切
か
ら
跨
線
橋
下
ま

で
の
線
路
沿
い
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
東
側

の
市
道
は
幅
員
の
一
部
が
狭
い
た
め
、
警
察

中
なか

村
むら

恵
え

美
み

子
こ

議員
（公募）

署
と
協
議
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
注
意
を
促
す

標
識
の
設
置
等
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。
西
側

の
市
道
は
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
劣
化

の
著
し
い
箇
所
を
順
次
補
修
し
ま
す
。
自
動

車
学
校
東
側
の
踏

切
を
通
る
市
道
に

つ
い
て
は
、
白
線

の
標
示
を
行
い
ま

す
。

　

防
犯
灯
に
つ
い

て
は
、
区
長
か
ら

の
要
望
を
う
け
、

設
置
基
準
に
基
づ

き
設
置
し
ま
す
。

【
質
問
】
栗
橋
駅
西
口
へ
の
交
番
設
置
と
同

駅
西
口
駅
前
周
辺
の
道
路
整
備
を

【
答
弁
】
市
長

　

県
警
察
本
部
で
は
、
交
番
の
設
置
は
、
地

域
の
犯
罪
発
生
率
、
人
口
、
面
積
等
に
よ
り

総
合
的
に
判
断
し
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
市
と
し
て
は
、
今
後
の
地
域
の
治
安

情
勢
等
を
見
極
め
つ
つ
、
交
番
新
設
等
に
つ

い
て
警
察
機
関
に
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
駅
西
口
周
辺
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

を
平
成
28
年
度
ま
で
計
画
期
間
と
し
て
進
め

て
お
り
、
道
路
を
含
め
た
公
共
施
設
整
備
を

関
係
権
利
者
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

半
はん

田
だ

陽
よう

子
こ

議員
（公募）

【
質
問
】
市
が
目
指
す
行
財
政
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
見
通
し
は
／
合
併
後
の
行
事
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
の
合
同
開
催
の
予
定
は

【
答
弁
】
市
長

　

「
市
民
視
点
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

「
変
化
に
対
応
し
た
行
政
運
営
の
推
進
」

「
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
」
の
三
つ
の

基
本
的
視
点
に
立
ち
、
歳
入
・
歳
出
両
面
か

ら
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
腰
の
強
い
財
政
基

盤
を
確
立
し
、
持
続
可
能
な
発
展
が
図
れ
る

よ
う
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
行
事
等
の
統
一
に
つ
い

て
は
、
地
域
性
な
ど
の
要
因
を
考
慮
の
う
え

検
討
し
、
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
なか

村
むら

喜
き

美
み

子
こ

議員
（公募）

【
質
問
】
街
灯
が
設
置
さ
れ
る
基
準
と
久
喜

高
通
り
の
街
灯
整
備
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

街
灯
の
設
置
に
は
、
ま
ず
住
民
の
設
置
要

望
を
区
長
が
取
り
ま
と
め
、
区
長
か
ら
市
に

石
いし

船
ふね

真
ま

希
き

議員
（県立久喜高校）

要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
要
望

箇
所
全
て
を
夜
間
に
調
査
し
、
基
準
に
基
づ

き
設
置
可
能
な
場
所
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

久
喜
高
通
り
に
は
、
約
30
ｍ
間
隔
の
ほ
と

ん
ど
の
電
柱
に
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
新
た
な
設
置
に
は
十
分
な
検
討
が
必
要

で
す
。
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
防
犯
に
配

慮
し
た
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
質
問
】
静

し
ず
か

御ご

前ぜ
ん

の
伝
承
に
つ
い
て
（
補
助

金
増
額
は
／
今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
）

【
答
弁
】
教
育
長

　

市
内
の
指
定
文
化
財
は
、
公
共
機
関
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
文
化
財
の
所

有
者
・
管
理
責
任
者
に
対
し
て
、
申
請
に
基

づ
き
、
管
理
費
用
と
し
て
１
件
に
つ
き
１
万

円
（
上
限
）
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
修
理
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

片
かた

山
やま

富
とみ

子
こ

議員
（公募）

　

既
刊
の
文
化
財

マ
ッ
プ
「
久
喜
市

文
化
財
散
歩
」
を

は
じ
め
、
今
後
も

刊
行
物
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
引

き
続
き
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
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【
質
問
】
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
対
象
年
齢

を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
て
は
ど
う
か

【
答
弁
】
市
長

　

合
併
時
、
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
は
、
通

院
の
対
象
年
齢
を
小
学
校
卒
業
ま
で
、
入
院

は
中
学
校
卒
業
ま
で
に
統
一
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
県
か
ら
市
へ
の
補
助
金
が
あ
り
、

通
院
・
入
院
と
も
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
医

療
費
は
県
補
助
金
の
対
象
で
す
が
、
小
学
生

以
上
の
医
療
費
や
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己

負
担
額
等
は
、
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

通
院
の
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
は
、
取
り

上
うえ

田
だ

美
み

千
ち

代
よ

議員
（女
ひと

と男
ひと

いきいき
ネットワーク久喜）

組
む
べ
き
課
題
で
す
が
、
財
政
負
担
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

【
質
問
】
通
学
路
の
整
備
と
交
通
ル
ー
ル
の

啓
発
は
／
意
見
募
集
を
実
施
し
た
市
公
共
交

通
検
討
委
員
会
で
の
具
体
策
と
進
展
状
況
は

【
答
弁
】
市
長

　

庁
内
で
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
、
通
学

路
等
の
交
通
安
全
に
関
し
て
の
情
報
共
有
を

行
い
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
通
学
路
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
検
討
委
員
会
が
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
「
公
共
交

通
検
討
報
告
書
」
が
、
年
内
に
も
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
で
す
（
１
月
18
日
答
申
さ
れ
ま
し

た
）
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
の
方
向

性
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

長
なが

島
しま

一
かず

枝
え

議員
（交通安全母の会）

【
質
問
】
近
隣
の
高
校
、
大
学
の
設
備
と
人

材
の
有
効
活
用
の
予
定
は
／
市
を
あ
げ
て
特

定
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
る
予
定
は 斉

さい

藤
とう

茉
ま

里
り

議員
（県立久喜北陽高校）

【
答
弁
】
教
育
長

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
、
高
校
や
大
学
と
の

連
携
は
重
要
と
考
え
ま
す
。
平
成
23
年
８
月

施
行
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
市
の

ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
市

内
の
高
校
や
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
市
民
一
人
一
人
の
求
め
る
も
の
が
違

い
ま
す
。
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
機
運
の
高
ま

り
や
情
勢
を
把
握
し
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
た
ば
こ
・
酒
の
販
売
時
の
年
齢
確

認
に
つ
い
て
（
市
独
自
の
取
り
組
み
は
／
店

舗
等
と
の
協
力
体
制
は
）

【
答
弁
】
市
長

　

未
成
年
者
の
喫
煙
・
飲
酒
に
つ
い
て
は
、

社
会
全
体
で
問
題
意
識
を
高
め
た
啓
発
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

た
ば
こ
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
４
月
施

行
の
久
喜
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
路
上
喫
煙
に
関
す
る
マ
ナ
ー

の
啓
発
活
動
を
地
域
の
た
ば
こ
商
業
協
同
組

合
等
と
協
力
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
販

売
す
る
際
の
年
齢
確
認
の
徹
底
に
つ
い
て
、

同
組
合
を
通
し
て
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

児
こ

山
やま

千
ち

里
さと

議員
（県立栗橋北彩高校）

【
質
問
】
信
号
設
置
を
要
望
す
る
手
続
き
は

／
上
内
地
内
「
銀
の
笛
幼
稚
園
」
前
の
道
路

の
傾
斜
と
水
た
ま
り
対
策
を

【
答
弁
】
市
長

　

信
号
機
の
設
置
は
、
地
域
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
か
ら
市
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

市
は
要
望
箇
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
要
望

し
、
警
察
署
か
ら
県
公
安
委
員
会
へ
申
請
さ

れ
最
終
的
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

当
該
箇
所
は
、
わ
し
宮
団
地
と
と
も
に
整

備
さ
れ
た
道
路
で
、
地
盤
沈
下
で
く
ぼ
地
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
改
善

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

改
善
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
青
毛
堀
川
改
修

整
備
の
早
期
完
成
を
県
に
要
望
す
る
と
と
も

に
効
果
的
な
方
策
調
査
に
努
め
ま
す
。 高

たか

橋
はし

杏
あ

胡
こ

議員
（県立鷲宮高校）

いきいき女性議会の会議録は、

市役所４階人権推進課の窓口で

閲覧できるほか、市ホームペー

ジでもご覧になれます。
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補 助 区 分 初期的補助 発展的補助

対 象 事 業

これから活動を始
める、または始め
たばかりの団体
が、その活動を軌
道にのせるための
事業

すでに活動を行っ
ている団体が、こ
れまで行ってきた
活動の拡充を図る
事業または新たに
展開する事業

団体の条件

国または地方公共
団体等から補助を
受けたことのない
団体

―

補 助 率 10分の10以内 ４分の３以内

補助限度額 50,000円 200,000円

平
成
24
年
度
市
民
活
動
推
進

補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

市
民
意
見
提
出
制
度
に
よ
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
と
福
祉
基
金
を
財
源
と
し
た
市
民
活
動
推
進
補
助
金

事
業
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
開
始
し
た
い
、
ま
た
は
、
新
た
な
事
業

展
開
を
図
り
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
（
営
利
企
業
、
宗
教
、
政
治
上
の
目
的

を
有
す
る
団
体
は
除
く
）

①
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る　

②
５
人

以
上
で
構
成
し
て
い
る　

③
団
体
の
設
立
目

的
、
組
織
、
代
表
者
等
に
関
す
る
定
め
が
あ

る　

④
本
補
助
金
事
業
の
募
集
説
明
会
に
出

席
し
て
い
る

※
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
場
合
①

か
ら
③
ま
で
は
予
定
で
も
可
。
④
に
出
席

で
き
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
で
説

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

　

公
共
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
主
に

市
内
で
行
う
事
業
、
ま
た
は
主
に
市
民
を
対

象
と
し
て
行
う
事
業

※
特
定
の
地
区
・
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
事
業
、
国
や
県
等
か
ら
補
助
金
の
交

付
を
受
け
る
事
業
は
対
象
外

補
助
対
象
経
費

　

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必
要
と
す

る
経
費

※
団
体
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る
経
費
は
対

象
外

今
後
の
予
定

●
募
集
説
明
会

日
時　

３
月
11
日
㈰　

①
10
時
30
分　

②
13

時
30
分

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

●
申
請
書
の
受
付

期
間　

３
月
21
日
㈬
〜
４
月
４
日
㈬

※
８
時
30
分
〜
12
時
／
13
時
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

提
出
先　

自
治
振
興
課
ま
た
は
社
会
福
祉
課

●
公
開
審
査
会 

期
日　

４
月
21
日
㈯

※
時
間
等
の
詳
細
は
応
募
団
体
へ
通
知
し
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

募
集
要
項
の
配
布
施
設

項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

自
治
振
興
課
、
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
市
民
税
務
課
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗

橋
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲

宮
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
久
喜
総

合
・
菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
久
喜

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係

（
内
線
２
６
２
４
）
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
内
線
３
２
２
２
）
／
各
総
合
支
所
市

民
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・

内
線
２
１
６
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２)

　

詳
細
は
、
次
の
場
所
で
配
布
す
る
募
集
要

　

次
の
案
件
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●
（
仮
称
）
久
喜
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
基
本

計
画
（
案
）

計
画
の
概
要　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

市
の
目
指
す
基
本
計
画
・
目
標
を
定
め
る
。

意
見
提
出
期
間　

３
月
10
日
㈯
〜
４
月
８
日

㈰　

消
印
有
効

意
見
提
出
で
き
る
方　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者　

②
市
内
で
事
業
を
営
み
ま
た
は
活

動
す
る
方　

③
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
方　

④
案
件
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

計
画
（
案
）
の
閲
覧　

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
参
加
の
ペ
ー

ジ
」
で
３
月
９
日
㈮
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
・
意
見
箱
設
置
場
所

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
、

公
文
書
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中

央
・
東
・
西
・
森
下
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、

菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
栗
橋
・
鷲
宮

東
・
鷲
宮
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

菖
蒲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、

総
合
第
１
体
育
館

意
見
提
出
方
法
・
問
合
せ　

意
見
書
（
市
民

参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、
持
参

ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
中

央
図
書
館
管
理
係
（
〒
３
４
６

－

０
０
１
４

久
喜
市
吉
羽
１
の
40
の
１　

☎
21
・
０
１
１

４
／
℻
29
・
１
１
８
４
／
Ｅ
メ
ー
ルc

h
u
o
-

to
sh
o
k
a
n
@
city
.k
u
k
i.lg
.jp

）
へ

検
討
結
果
の
公
表　

提
出
意
見
の
概
要
、
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
計
画
（
案
）
の

修
正
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
参
加

コ
ー
ナ
ー
等
で
氏
名
・
住
所
を
除
き
公
表
し

ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

補
助
区
分
お
よ
び
補
助
金
額
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市
民
の
皆
さ

ん
が
身
近
な
場

所
の
空
間
放
射

線
量
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
、

放
射
線
量
測
定

器
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

予
約
開
始　

３
月
12
日
㈪　

８
時
30
分

貸
出
開
始　

３
月
21
日
㈬

対
象　

市
内
に
住
所
や
固
定
資
産
を
有
す
る

20
歳
以
上
の
個
人
・
団
体

貸
出
台
数　

１
回
の
予
約
に
つ
き
１
台

貸
出
期
間　

①
９
時
〜
12
時　

②
13
時
〜
16

時
（
最
長
３
時
間
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
開
庁
日

貸
出
手
順　

１
電
話
で
、
貸
出
窓
口
（
予
約

先
）
に
予
約
を
し
ま
す
。

２
予
約
し
た
日
時
に
、
予
約
し
た
窓
口
で
貸

し
出
し
ま
す
。
そ
の
際
に
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印

　

公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き

る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）
を

無
料
で
交
付
し
ま
す
。

対
象　

70
歳
以
上
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
て
か
ら
３
か
月
以
内
の
方

必
要
書
類　

①
運
転
免
許
取
消
通
知
書
（
発

行
日
か
ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）　

②
旧

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど　

③
証
明

写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝
×
横
３
・
５
㎝
で

６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）　

④
印
鑑

（
認
め
印
）

申
請
窓
口
・
問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内

線
２
６
６
２
）
／
各
総
合
支
所
市
民
税
務
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
２
５
／
栗
橋
・
内
線
２
１

３
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
２
）

　

市
で
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
、
援
護
を
必
要
と
す
る
要

援
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
平
常
時
に
は
見
守
り
を
行

い
、
ま
た
災
害
時
に
は
、
地
域
で
安
否
確
認

等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
作
り
（
久
喜

市
要
援
護
者
見
守
り
支
援
事
業
）
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
既
に
要
援
護
者
見
守

り
支
援
登
録
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

が
、
地
域
で
安
否
確
認
な
ど
の
支
援
を
す
ぐ

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
支
援
内
容
や
支
援

者
等
の
未
記
入
部
分
や
変
更
等
の
有
無
の
確

認
を
す
る
た
め
、
区
長
、
民
生
・
児
童
委
員
、

自
主
防
災
組
織
の
方
な
ど
が
訪
問
し
ま
す
。

そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
要
援
護
者

見
守
り
支
援
登
録
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線

３
２
２
２
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
１
４
０
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７
／
鷲
宮
・

内
線
１
６
１
）

　

家
屋
の
利
用
状
況
（
用
途
）
を
変
更
し
た

場
合
は
、
評
価
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

利
用
状
況
変
更
の
例

・
店
舗
を
閉
鎖
し
て
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

・
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
事
務
所
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。

　

市
は
、
利
用
状
況
（
用
途
）
の
変
更
を
登

記
で
確
認
し
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り
変
更
登

記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登
記
の
家
屋
に

つ
い
て
は
、
変
更
の
内
容
に
応
じ
て
家
屋
の

内
部
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

用
途
の
変
更
は
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え

時
の
み
と
な
り
、
今
回
の
変
更
は
平
成
24
年

度
の
評
価
替
え
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
係
（
内
線
２
７

２
４
）
／
各
総
合
支
所
市
民
税
務
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
３
４
／
栗
橋
・
内
線
２
２
２
／

鷲
宮
・
内
線
１
５
１
）

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

３
窓
口
で
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、

測
定
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。
（
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

４
測
定
後
、
貸
出
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意　

測
定
器
の
予
約
は
、
申
し
込
み
日
の

翌
月
の
最
終
開
庁
日
分
ま
で
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
予
約
開
始
直
後
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
貸
出
窓
口
（
予
約
先
）

久
喜
地
区
…
環
境
保
全
課
環
境
保
全
係
（
内

線
２
８
４
１
・
２
８
４
２
）
ま
た
は
環
境
衛

生
係
（
内
線
２
８
４
３
）

菖
蒲
地
区
…
菖
蒲
総
合
支
所
環
境
経
済
課

（
内
線
２
５
０
）

栗
橋
地
区
…
栗
橋
総
合
支
所
環
境
経
済
課

（
内
線
２
４
１
）

鷲
宮
地
区
…
鷲
宮
総
合
支
所
環
境
経
済
課

（
内
線
２
２
４
）

放
射
線
量
測
定
器
を
貸
し
出
し
ま
す

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
へ

〜
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
交
付
し
ま
す
〜

「
要
援
護
者
見
守
り
支
援

登
録
台
帳
」
に

登
録
し
て
い
る
方
へ

家
屋
の
利
用
状
況
（
用
途
）
を

変
更
し
た
方
は

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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出
産
後
の
退
院
か
ら
３
か
月
以
内
の
お
母

さ
ん
で
、
家
族
な
ど
か
ら
家
事
の
手
伝
い
を

受
け
ら
れ
な
い
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

支
援
内
容　

母
親
の
身
体
的
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
家
事
全
般
、
沐も

く

浴よ
く

の
補
助

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

９
時
〜
17
時
／
１
日
２
時
間
以
内
で
20
日
を

限
度

費
用　

所
得
に
応
じ
て
１
時
間
当
た
り
０
円

〜
９
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
３
２
８
３
）

　

保
護
者
が
病
気
や
出
産
な
ど
で
一
時
的

に
子
ど
も
の
養
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
お
子
さ
ん
を
富
士
見
乳
児
院
（
本
町
７

の
２
の
72
）
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象　

３
歳
未
満
の
乳
幼
児

利
用
期
間　

原
則
７
日
以
内

費
用　

所
得
に
応
じ
て
１
日
当
た
り
０
円
〜

５
３
５
０
円

そ
の
他　

事
前
に
健
康
診
断
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
満
床
の
場
合
は
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
３
２
８
３
）

　

平
成
23
年
度
の
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請

は
３
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。
申
請
は
毎
年
度

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
し
、
埼
玉
県
知
事
発

行
の
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
ま
た
は

「
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

支
給
額　

年
額
１
万
円

持
物　

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証　

②
印

鑑　

③
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
の
も
の
）

※
平
成
22
年
度
に
す
で
に
受
給
さ
れ
た
方
は

①
の
み

そ
の
他　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
持
参
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
２
／
℻
23
・
０

６
９
９
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
９
１
５
／
栗
橋
・
内
線
２
３
５
／
鷲
宮
・

内
線
１
６
３
）

　

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
手
当
（
子
ど
も
一
人

に
つ
き
月
額
１
万
３
０
０
０
円
）
を
受
給
し

て
い
た
方
（
対
象
の
方
に
は
申
請
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
）
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
申

請
を
す
れ
ば
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら

の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内

線
３
２
８
６
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
９
１
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
６
／

鷲
宮
・
内
線
１
６
６
）

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
、
２
年
以
上
養
成
機
関
等
で

修
業
す
る
場
合
に
、
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
平
成
24
年
度
入
学

者
か
ら
支
給
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）
の
変
更

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
支
給
額
を
月
額
14
万

１
０
０
０
円
か
ら
月
額
10
万
円
に
変
更
し
ま
す
。

※
市
民
税
課
税
世
帯
の
月
額
７
万
５
０
０
円

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
期
間
の
変
更

修
業
期
間
の
後
半
２
分
の
１
（
上
限
18
か

月
）
を
修
業
全
期
間
（
上
限
３
年
）
に
変
更

し
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内

線
３
２
８
６
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
６
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
６
）

　

市
で
は
、
市
道
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
う

住
民
団
体
な
ど
を
「
道
路
の
里
親
」
と
し
て

認
定
し
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
次
の
団
体
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

・
株
式
会
社　

塩
崎
テ
ク
ノ
ブ
レ
イ
ン

　

（
47
人
）

問
合
せ　

建
設
管
理
課
管
理
調
査
係

　
　
　
　

（
内
線
３
６
２
３
）

出
産
直
後
の
お
母
さ
ん
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

〜
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
期
間
と
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す

〜
子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〜

難
病
患
者
見
舞
金
の
手
続
き
は

３
月
30
日
㈮
ま
で
で
す

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
が

変
更
に
な
り
ま
す

「
道
路
の
里
親
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
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○しみん農園久喜

６㎡ 2,400円

９㎡ 3,600円

10㎡ 4,000円

30㎡ 12,000円

50㎡ 20,000円

○しみん農園菖蒲

22,5㎡ 7,500円

50㎡ 17,000円

90㎡ 31,000円

○しみん農園栗橋

20㎡ 2,400円

30㎡ 3,600円

50㎡ 6,000円

人権擁護委員に
再任されました

　１月１日付けで、法務大

臣から原
はら

莊
しょ

子
うこ

さんが委嘱さ

れました。

原 莊子さん

　人権擁護委員は、市民の

中から議会の議決を経て、

市長が推薦し、法務大臣が

委嘱する民間のボランティ

アです。主に人権相談や人

権尊重のための啓発活動な

どを行っています。

　

し
み
ん
農
園
で
は
、
平
成
24
年
度
の
新
規

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
達
、
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
、

四
季
折
々
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
農
業
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
25
年
３
月

31
日
㈰

※
継
続
利
用
は
原
則
５
年
ま
で
で
す
。
ま

た
、
空
き
区
画
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、
抽
選
（
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
）
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

し
み
ん
農
園
久
喜
・
し
み
ん

農
園
栗
橋
…
３
月
12
日
㈪
〜
21
日
㈬
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
９
時
〜
17
時
／
し

み
ん
農
園
菖
蒲
…
３
月
12
日
㈪
〜
22
日
㈭

（
水
・
金
曜
日
を
除
く
）
９
時
〜
17
時 

申
込
み
・
問
合
せ

し
み
ん
農
園
久
喜
…
農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
内
線
２
８
６
３
）

し
み
ん
農
園
菖
蒲
…
し
み
ん
農
園
菖
蒲　

☎

85
・
８
２
６
６

し
み
ん
農
園
栗
橋
…
栗
橋
総
合
支
所
環
境
経

済
課
（
内
線
２
４
５
）

募集区画・年間使用料

内
容　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立
案

し
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
意
見
を
述

べ
る
。

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

募
集
人
数　

６
人

委
員
の
任
期　

６
月
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

３
月
23
日
㈮　

消
印
有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
（
４

０
０
字
程
度
）
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所

在
地
記
入
不
要　

内
線
４
２
８
２
／
℻
21
・

４
９
７
７
／
Ｅ
メ
ー
ルsh

o
g
a
ig
a
k
u
sh
u
@

city
.k
u
k
i.lg
.jp

）
へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委
員
会
で
選

考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
小
規
模
で
軽
易
な
建
設
工
事
、

修
繕
、
業
務
委
託
、
物
品
の
購
入
等
に
つ
い

て
、
入
札
参
加
資
格
が
な
い
方
で
も
契
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
小
規
模
契
約
希
望
者
登

録
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
で
き
る
の
は
、
「
少
額
（
80
万
円
以

下
）
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
」
で
す
。
登
録

を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
登
録
し
て
い
る
方
の
有
効
期

間
は
、
３
月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。
引
き
続
き

登
録
を
希
望
す
る
方
は
申
請
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
方　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

置
き
、
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
し
て

い
な
い
方

※
適
法
の
範
囲
内
で
、
希
望
業
種
・
建
設
業

の
許
可
の
有
無
、
経
営
組
織
、
従
業
員
数
は

問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
成
年
被
後
見
人
、

被
保
佐
人
、
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い

方
は
除
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
・
問
合
せ　

直
接
、
契
約
課
（
内

線
２
４
８
２
）
へ

し
み
ん
農
園　

新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

久
喜
市
社
会
教
育
委
員
を

募
集
し
ま
す

小
規
模
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
お
知
ら
せ
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表彰状
【100万円】社団法人春日部法人会

久喜支部

感謝状 【10万円】東鷲宮小学校PTA

人
槽
区
分

補
助
限
度
額

５
人
槽

43
万
２
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽

51
万
４
０
０
０
円

８
〜
10
人
槽

64
万
８
０
０
０
円

村
むら

井
い

蒼
そ

空
ら

くん（１歳）
（吉羽５）

外遊びだぁい好き♡

わがやのわがやの

アイドルアイドル

椎
しい

谷
や

颯
そう

太
た

くん（２歳）
（桜田１）

いつも笑顔でネ！

人権人権
それは愛それは愛

あ
な
た
の
心

　

昨
年
は
、
度
重
な
る
地
震
や
台
風
に
よ
る

豪
雨
な
ど
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、
多
数
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
経
過
し
ま
す
。
今
な
お
、
つ
ら
く
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
方
が
大
勢
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
親
を
亡
く
し
た
子
ど

も
た
ち
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
な

ど
が
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

震
災
が
起
き
て
か
ら
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
！　

自
ら
も
避
難
住
民
で
あ
り

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
む
少
年
・

少
女
の
姿
。
避
難
所
で
助
け
合
う
み
ん
な
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
あ
る
避
難
所
で
は
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行

く
と
き
に
、
白
杖
の
音
が
う
る
さ
い
と
言
わ

れ
、
つ
ら
い
思
い
を
し
た
方
も
い
た
よ
う
で

す
。
立
場
の
弱
い
人
た
ち
は
、
二
重
三
重
の

困
難
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
引
き
続
き
温
か
い
支
援
や
思
い
や

り
の
心
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
震
災
に

つ
い
て
家
族
や
職
場
な
ど
で
共
に
考
え
る
こ

と
、
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
」
の
励
ま
し
の

言
葉
や
思
い
を
送
る
こ
と
、
そ
れ
も
「
あ
な

た
の
心
」
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

　
　
　
　

（
内
線
４
２
８
６
）

問合せ　企画政策課企画政策係（内線2282）

寄附金総額　16,045,752円（２月３日現在）

～南栗橋地区の液状化など
市内で被災された方々のために～

問
合
せ　

下
水
道
業
務
課
排
水
設
備
係
（
鷲
宮
総
合
支
所
２
階
・
内
線
２
７
５
）

●
平
成
24
年
度
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
す

主
な
変
更
点

⑴
新
築
時
の
新
規
設
置
補
助
の
廃
止

⑵
補
助
対
象
地
域
の
変
更

※
新
し
い
補
助
対
象
地
域
は
、
埼
玉
県
生
活

排
水
処
理
施
設
基
本
構
想
（
平
成
23
年
３

月
策
定
）
で
設
定
さ
れ
て
い
る
「
浄
化
槽

整
備
区
域
」（
公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業

集
落
排
水
で
整
備
済
あ
る
い
は
将
来
整
備

予
定
の
区
域
を
除
い
た
既
存
集
落
部
分
）

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象　

補
助
対
象
地
域
内
の
既
存
住

宅
で
、
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
汲く

み
取
り
便
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
入
れ
替
え
る
場
合

（
転
換
設
置
）

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

受
付
方
法

　

補
助
予
定
基
数
を
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

抽
選
方
法
等
の
詳
細
を
申
込
者
に
通
知

し
、
５
月
11
日
㈮
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
方
法
や
制
度
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
配
管
費

　

配
管
に
要
す
る
費
用
…
20
万
円
以
内

○
処
分
費

　

既
存
便
槽
の
処
分
に
要
す
る
費
用

　

…
６
万
円
以
内

鈴
すず

木
き

誠
せい

士
じ

くん（１歳）
（本町１）

強く、やさしい子！

小
こばやし

林星
せ

愛
ら

ちゃん（３歳）（右）

　　伶
り

音
おん

ちゃん（１歳）（左）
（東大輪）

T
ト レ ジ ャ ー

reasure

ご厚意ありがとうございます
寄附をいただいた次の方々に表彰状・感謝状をお贈りしました。
（敬称略／１月１日～31日受領）

補
助
金
額

○
設
置
費

久喜市東日本大震災被災者支援基金

浄
化
槽
補
助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

〜
４
月
２
日
㈪
か
ら
新
年
度
分
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
〜
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こ
ん
な
と
き

手
続
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

届
け
出
先

20
歳
に
な
っ
た
と

き

国
民
年
金
加
入
手
続
き

（
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生

年
金
等
）
加
入
中
の
方
は
除

く
）
）

年
金
事
務
所
か
ら
送
ら
れ

て
い
る
案
内
書

・
第
１
号
被
保
険
者
は

市
民
課
、
各
総
合
支

所
市
民
税
務
課

・
第
３
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
勤
務
先

会
社
等
に
就
職
し

た
と
き

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
等
）
加
入
の
手
続
き

勤
務
先
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

勤
務
先

会
社
等
を
退
職
し

た
と
き

国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険

者
）
加
入
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
退
職
日
の
分
か

る
証
明
書
（
離
職
票
等
）

市
民
課
、
各
総
合
支
所

市
民
税
務
課

配
偶
者
（
第
２
号
被

保
険
者
）
の
扶
養
に

入
っ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
へ
種
別

変
更
の
手
続
き

配
偶
者
の
勤
務
先
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
（
第
２
号
被

保
険
者
）
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
種
別
変

更
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
扶
養
喪
失
日
の

分
か
る
証
明
書
（
扶
養
喪
失

証
明
書
等
）

市
民
課
、
各
総
合
支
所

市
民
税
務
課

　平成23年８月23日に開催された「久喜市中学生サミット」を終えた各校の生徒会役員が、自分たちの学校

紹介と今後の目標を語ります。 問合せ　指導課指導係（内線4262）

　鷲宮西中学校には、学校の良い点をまとめた「西中
G
グ ッ ド

ood P
ポ イ ン ト

oint！」があります。毎年卒業を目前にした
３年生が「母校のいいところ」をまとめ、後輩に伝え
るものです。
　Good Point！の１位は「福祉・ボランティア活動
を通して、地域との交流が盛ん」です。保育園や老人
会と「流しそうめん」「お餅つき大会」等で世代間交
流を行っています。東日本大震災の募金活動にも多く
の生徒が参加しています。また、行事も盛んで、体育
祭や合唱コンクールも団結して盛り上がります。
　中学生サミットで聞いた他の学校の良いところも取
り入れ、日々前進していきたいです。

　鷲宮東中学校の誇りは、特色ある次の取り組みです。
①全校生徒による「あいさつ運動」、②地域のボラン
ティアの方と生徒による「花の植え替え」、③発展途
上国援助のための「ペットボトルキャップの回収」、
④良い行いをした生徒を表彰する「若

わか

鷲
わし

賞
しょう

」です。
　サミットで自分たちの活動を発表することによっ
て、自分たちに自信が持て、これからも継続していく
意欲が湧きました。
　また、他の学校の発表を聞き、意見箱を設置するこ
とを決めました。生徒会役員、委員会からのものだけ
でなく、生徒個人からの良い意見を取り入れ、みんな
の力で学校をより素晴らしいものにしていきたいです。

●
就
職
、
退
職
、
結
婚
し
た
時
な
ど
に
は

　

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　

職
業
な
ど
に
よ
り
加
入
者
（
被
保
険
者
）

は
次
の
３
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自
営
業
、
学

生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
等
）

③
第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
等
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
）

　

就
職
、
退
職
、
結
婚
等
に
よ
り
加
入
の
種

別
が
変
わ
る
と
き
は
、
年
金
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
証

明
書
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度
・

　
　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

学
生
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
に
も
、
保
険
料
全
額

の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
年
金
額
に
反
映
し

ま
せ
ん
が
、
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
将
来
の
年
金
額
を
確
保
す
る
た
め
に
ぜ

ひ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
年
度
か
ら
数
え
て
10
年
間
は
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
や
手
続
な
ど
、
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内
線
２
６
６
３
）

／
各
総
合
支
所
市
民
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
４
／
鷲
宮
・
内

線
１
２
６
）
／
春
日
部
年
金
事
務
所　

☎
０

４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
４

連載 中学生サミットを終えて～わたしたちの学校紹介～最終回

鷲宮西中学校鷲宮東中学校

▲あいさつ運動

花の植え替え

▲

▲世代間交流

東日本大震災復興募金

▲

年
金
コ
ラ
ム
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切り口に花が咲きました！切り口に花が咲きました！
　１月28日㈯、森下公民館で「変わり寿司作り」が

開催されました。

　さまざまな具をきれいに並べて巻き寿司作りに挑戦

です！　巻いた後に包丁で丁寧に切り込みを入れる

と、断面にきれいな模様が現れ、参加者の皆さんは笑

顔とともに思わず拍手！　お寿司の花模様が調理台の

上にたくさん並んでいました。

久喜市民芸術祭久喜市民芸術祭
１月29日㈰、久喜総合文化会館小ホールで「久喜

市民芸術祭」が開催されました。

伝統芸能の吟詠、詩吟、謡曲、民謡、雅楽やダン

ス、合唱、和太鼓、オーケストラによる演奏のほか中学

生の演劇など、市内で活動する芸術文化団体等が日頃

の練習の成果を披露しました。会場には多くの市民の

皆さんが訪れ、大きな拍手や声援を送っていました。

健康を笑いとともに考える健康を笑いとともに考える
１月27日㈮、久喜総合文化会館小ホールで、家族

介護講演会「転ばぬ先の笑いと健康」が開催されまし

た。

落語家の林
は や

家
し や

うん平
ぺ い

さんがホールの出入口から登

場し、観客の皆さんと会話を交わしながらステージ

へ。ユーモアを交えた講話が始まると参加した皆さん

は笑いが絶えず、会場全体が高齢社会と介護につい

て、和やかに考える場となっていました。

スポーツ少年団ロードレース大会スポーツ少年団ロードレース大会
　１月９日㈷、上大崎運動公園周辺および見沼代用水

路沿いのコースで「スポーツ少年団ロードレース大

会」が開催されました。

　市内のスポーツ少年団から1,191人が参加し、指導

者や保護者の熱い声援を受けた選手は、練習の成果を

発揮すべく力走していました。また、上位入賞した男

子３チーム、女子２チームは、２月11日㈷に開催さ

れた埼玉県スポーツ少年団駅伝競走大会に久喜市代表

として出場し、その中から「久喜少年野球クラブ」と

「栗橋ロックフィルズ」が見事入賞を果たしました。

写写真真 ス－－ュニニ
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専
門
家
に
よ
る

無
料
相
談
会
開
催

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
浄
化
槽
の

水
質
検
査
を
行
う

検
査
機
関
が
変
わ
り
ま
す

海
外
か
ら

あ
な
た
の
一
票
を

○
合
同
無
料
登
記
相
談
会

日
時  

３
月
14
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室
１
・
２

内
容　

相
続
、
贈
与
、
多
重
債
務
・

破
産
申
立
、
建
物
表
題
・
増
築
・

滅
失
登
記
・
境
界
確
認
・
測
量
に

関
す
る
相
談
、
土
地
分
筆
・
地
積

更
正
・
地
目
変
更
、
不
動
産
・
会

社
法
人
登
記
、
そ
の
他
登
記
に
関

す
る
相
談
等

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会
埼
葛
支

部
・
埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会
埼

葛
支
部

申
込
み　

会
場
先
着
順

○
行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
時　

３
月
21
日
㈬　

①
14
時
〜

16
時　

②
18
時
〜
20
時

場
所　

①
菖
蒲
総
合
支
所
４
階
第

５
集
会
室
／
栗
橋
総
合
支
所
２
階

応
接
室
／
鷲
宮
総
合
支
所
４
階
４

０
５
会
議
室　

②
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
久
喜
３
階
会
議
室
３
・
４

内
容　

相
続
・
遺
言
・
贈
与
、
許

認
可
申
請
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
相
談
に
乗
り
、
分
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス

主
催　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
埼
葛

支
部

申
込
み　

会
場
先
着
順

○
不
動
産
無
料
相
談
会

日
時　

３
月
28
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室
１
・
２

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の

悩
み
、
困
り
ご
と
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
専
門
的
立
場
か
ら
適

切
に
ア
ド
バ
イ
ス

主
催　

㈳
宅
建
協
会
埼
葛
支
部

申
込
み　

会
場
先
着
順

問
合
せ　

各
相
談
会
と
も
、
く
ら

し
安
全
課
市
民
生
活
・
青
少
年
係

（
内
線
２
６
４
１
）

　

海
外
に
在
住
す
る
有
権
者
の
方

も
、
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議
院

議
員
の
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す

（
在
外
投
票
）
。

　

在
外
投
票
を
す
る
に
は
、
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館

（
大
使
館
・
総
領
事
館
）
で
、
在

外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
、
一
定
の
登
録
資
格

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
や
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
か
ら
登
録
ま
で
に

数
か
月
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
２
２
４
５
〜
２
２
４

７
）

　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
で
は
、

平
成
24
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

保
険
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成

25
年
３
月
31
日
㈰

補
償
内
容　

傷
害
保
険
・
賠
償
責

任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

※
加
入
区
分
に
よ
り
補
償
金
額
は

異
な
り
ま
す
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲　

団
体

管
理
下
で
の
活
動
中
（
国
内
）
の

事
故
な
ど

年
間
掛
金

８
０
０
円
〜
１
万
１
０
０
０
円

※
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

加
入
依
頼
書
配
布
場
所　

生
涯
学

習
課
、
菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク

レ
）
、
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
鷲
宮
温
水
プ
ー
ル
ほ
か

※
詳
し
く
は
加
入
依
頼
書
と
一
緒

に
配
布
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
し
お
り
」
ま
た
は
「
同

あ
ら
ま
し
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

郵
便
局
窓
口
で
払
い

込
み
後
、
払
込
受
付
証
明
書
を
貼

付
し
た
加
入
依
頼
書
を
同
協
会
埼

玉
県
支
部
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
内
容
…
同
協
会
埼

玉
県
支
部　

☎
０
４
８
・
７
７
９
・

９
５
８
０
／
配
布
場
所
…
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
内
線
４

２
９
０
）

　

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

に
は
設
置
後
の
水
質
検
査
と
定
期

水
質
検
査
の
受
検
が
法
律
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能

が
適
正
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
検
査
す
る
浄
化
槽
の
健
康

診
断
で
す
。

　

市
内
の
水
質
検
査
を
行
う
検
査

機
関
が
４
月
１
日
よ
り
変
わ
り
ま

す
。
水
質
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
は
検
査
機
関
に
連
絡
し
て
検
査

を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
ま
で
の
検
査
機
関　

㈳
埼
玉

県
環
境
検
査
研
究
協
会
浄
化
槽
検

査
課
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小

町
１
４
５
０
の
11　

☎
０
４
８
・

６
４
９
・
５
１
５
１
）

４
月
以
降
の
検
査
機
関　

㈳
埼
玉

県
浄
化
槽
協
会
浄
化
槽
水
質
検
査

部
（
熊
谷
市
新
堀
９
１
５
の
10

☎
０
４
８
・
５
３
３
・
４
７
０
０
）

問
合
せ　

県
水
環
境
課
浄
化
槽
普

及
促
進
担
当　

☎
０
４
８
・
８
３

０
・
３
０
８
３
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永
住
帰
国
し
た

中
国
・
樺
太
残
留
邦
人
の

皆
さ
ん
へ

　

60
歳
以
上
の
中
国
残
留
邦
人
等

の
方
で
次
の
対
象
に
当
て
は
ま
る

方
に
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申

請
の
受
付
期
間
は
、
対
象
と
な
っ

て
か
ら
５
年
間
で
す
。
こ
の
制
度

が
始
ま
っ
た
平
成
20
年
１
月
１
日

時
点
で
対
象
と
な
っ
て
い
た
方
は
、

平
成
24
年
12
月
31
日
が
申
請
の
締

切
日
で
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
全

て
に
該
当
す
る
方

①
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
永
住
帰
国
し
た
日
か
ら
引
き
続

き
１
年
以
上
日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
方

③
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
４
月

１
日
以
後
に
初
め
て
永
住
帰
国
し

た
方

※
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
１
月

１
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
で
も
、

残
留
邦
人
と
同
様
の
事
情
が
あ
る

も
の
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

厚
生
労
働
省
中
国
孤
児

等
対
策
室　

☎
03
・
３
５
９
５
・

２
４
５
６
（
中
国
語
対
応
可
）

緑
の
保
存
に
ご
協
力
を

　

緑
は
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与

え
、
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
な
ど

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

◆
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

　

市
内
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で

不
要
と
な
る
樹
木
（
鉢
植
え
含

む
）
を
登
録
・
紹
介
す
る
こ
と
で

樹
木
を
有
効
利
用
し
、
緑
を
保
全

し
て
い
ま
す
。

●
譲
り
ま
す

・
カ
ヤ　

高
さ
約
10
㎝　

18
本

・
キ
ン
モ
ク
セ
イ　

高
さ
約
２
ｍ 

２
本

申
込
開
始　

３
月
15
日
㈭　

９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

環
境
管
理
課
み
ど
り
自
然
係
（
内

線
２
８
２
３
）
へ

４
月
か
ら

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
へ
の
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、

売
買
や
相
続
に
よ
り
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積

に
関
わ
ら
ず
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

問
合
せ　

鷲
宮
総
合
支
所
環
境
経

済
課
（
内
線
２
２
８
）
／
県
森
づ

く
り
課
森
林
企
画
担
当　

☎
０
４

８
・
８
３
０
・
４
３
１
２

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

久
喜
市
を
含
む
利
根
保
健
医
療

圏
で
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
地
域
医
療
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
含
め

て
、
こ
の
地
域
の
医
療
連
携
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㈯　

開
場
13
時

／
13
時
30
分
〜
15
時
40
分
（
予
定
）

場
所　

パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ
小
ホ
ー

ル
（
加
須
市
三
俣
２
２
５
５
）

内
容　

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
員　

２
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

無
料

主
催　

埼
玉
利
根
保
健
医
療
圏
医

療
連
携
推
進
協
議
会

共
催　

埼
玉
県

問
合
せ　

幸
手
保
健
所
総
務
・
地

域
保
健
推
進
担
当　

☎
42
・
１
１

０
１

◆児童センター開館時間の延長

　児童センターは、開館時間を４月１日

㈰から９月30日㈰までの間、次のとお

り延長します。

開館時間　９時～18時

問合せ　児童センター　☎21－8181

◆鷲宮児童館の休館日の変更と開館時間

の延長

　鷲宮児童館は、４月１日㈰から休館日

を日曜日から金曜日に変更します。

　また、開館時間を４月１日㈰から９月

30日㈰までの間、次のとおり延長します。

開館時間　９時～18時

問合せ　鷲宮児童館　☎58－7054

◆郷土資料館臨時休館

　郷土資料館は、展示室改修のため、３

月13日㈫から15日㈭まで休館します。 

問合せ　郷土資料館　☎57－1200

◆菖蒲温水プール（アクレ）臨時休館

　菖蒲温水プール（アクレ）は、しょう

ぶ健康ウオーク開催のため、３月25日

㈰は休館します。

　なお、当日テニスコートやグラウンド

などの体育施設を利用する方は、３月

24日㈯までに手続きをしてください。

問合せ　菖蒲温水プール（アクレ） 

　　　　☎87－2616

公共施設からのお知らせ
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海
外
日
本
語
教
師
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
募
集

　

市
で
は
、
国
際
交
流
基
金
日
本

語
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
（
海

外
で
日
本
語
を
教
え
る
外
国
人
教

師
）
が
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
体

験
す
る
目
的
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

す
る
際
の
受
け
入
れ
家
庭
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
日
程　

原
則
土
曜
日
か
ら
日

曜
日
ま
で
の
１
泊
２
日

※
年
間
10
回
程
度
の
日
程
か
ら
希

望
日
を
登
録

登
録
条
件　

①
市
内
在
住
で
、
研

修
生
の
宿
泊
用
に
一
部
屋
を
提
供

で
き
、
家
族
で
受
け
入
れ
が
で
き

る
こ
と
。

②
受
け
入
れ
日
に
、
日
本
語
国
際

セ
ン
タ
ー
（
JR
北
浦
和
駅
か
ら
徒

歩
約
８
分
）
ま
で
研
修
生
を
迎
え

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
（
内
線

２
６
２
３
）
へ

外
国
籍
市
民
の
た
め
の

日
本
語
教
室
開
催

日
程　

３
月
17
日
・
24
日
・
31
日

各
土
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時

※
４
月
・
５
月
も
開
催
す
る
予
定

で
す
。

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

内
容　

日
常
生
活
に
お
け
る
基
本

的
な
日
本
語
会
話
の
学
習

対
象　

日
本
滞
在
３
年
未
満
で
15

歳
以
上
の
外
国
籍
市
民
（
た
だ

し
、
対
象
外
の
方
も
参
加
可
能
）

費
用　

無
料

申
込
み　

教
室
当
日
の
開
始
時
間

ま
で
に
、
会
議
室
前
の
受
付
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
治
振
興
課
自
治
振
興

係
（
内
線
２
６
２
３
）

※
毎
週
火
・
土
曜
日
の
10
時
か
ら

12
時
ま
で
栗
橋
公
民
館
（
☎
52
・

０
０
６
１
）
で
「
栗
橋
に
ほ
ん
ご

会
」
が
日
本
語
学
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

く
り
っ
子

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

パ
ー
ト
指
導
員
募
集

業
務
内
容　

子
ど
も
の
安
全
・
健

康
の
確
保
、
遊
び
の
相
手
、
お
や

つ
の
用
意
等

応
募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
べ
る
方

勤
務
時
間　

週
３
〜
４
日　

15
時

〜
18
時
（
１
日
３
時
間
程
度
／
学

校
休
日
・
土
曜
日
は
午
前
勤
務
有

り
）

賃
金　

保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

を
有
す
る
方　

時
給
８
０
０
円
／

資
格
な
し　

時
給
７
８
０
円

※
昇
給
あ
り
、
交
通
費
規
定
内
支

給
（
上
限
有
り
）
、
各
種
手
当
支

給
の
場
合
あ
り

募
集
人
数　

若
干
名

募
集
期
間　

３
月
10
日
㈯
〜
17
日

㈯　

必
着

選
考
方
法　

面
接

応
募
方
法
・
問
合
せ　

履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
、
く
り
っ
子
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
〒
３
４
９

－

１
１
０
２　

久
喜
市
栗
橋
中
央
２
の
７
の
１　

☎
52
・
６
０
７
８　

栗
橋
公
民
館

内
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
作
業
所
を
移
転
し
ま
す

　

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
鷲
宮
作
業

所
を
移
転
し
ま
す
。

移
転
日　

４
月
２
日
㈪

移
転
先　

鷲
宮
総
合
支
所
庁
舎
西

側
建
物
１
階

◆
会
員
を
募
集
し
ま
す

入
会
で
き
る
方　

原
則
と
し
て
60

歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
会
費
を
納

め
ら
れ
る
方

入
会
希
望
者
説
明
会
日
程　

４
月

４
日
、
５
月
２
日
、
６
月
６
日
、

７
月
４
日
、
８
月
１
日
、
９
月
５

日　

各
水
曜
日　

９
時
30
分

場
所　

久
喜
地
区
…
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
久
喜
／
鷲
宮
地
区
…
鷲
宮

公
民
館
／
菖
蒲
地
区
…
菖
蒲
総
合

支
所
会
議
室
／
栗
橋
地
区
…
栗
橋

い
き
い
き
活
動
セ
ン
タ
ー
し
ず
か
館

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
ま
す

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

４
月
１
日
よ
り
「
公
益
社
団
法

人
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

同
人
材
セ
ン
タ
ー

久
喜
事
務
所　

☎
23
・
２
５
５
７

菖
蒲
事
務
所　

☎
85
・
８
３
６
３

栗
橋
事
務
所　

☎
52
・
８
５
２
１

鷲
宮
事
務
所　

☎
58
・
３
６
７
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

親
和
会
会
員
作
品
展
開
催

　

久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
余
暇
と
趣
味
を
活

用
し
て
作
っ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日
程　

３
月
９
日
㈮
〜
13
日
㈫ 

９
時
〜
16
時
（
13
日
は
14
時
ま
で
）

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品　

絵
画
・
書
・
写
真
・

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
・
手
工
芸

ほ
か

問
合
せ　

同
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
23
・
２
５
５
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

１
日
体
験
開
催

日
時　

３
月
25
日
㈰　

10
時
〜
14
時

場
所　

吉
羽
公
園

※
雨
天
時
は
、
太
田
集
会
所
で
実
施

内
容　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒

に
、
ゲ
ー
ム
や
工
作
等
を
体
験

※
昼
食
は
、
団
で
用
意
し
ま
す
。

対
象　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
野
外

活
動
等
に
興
味
が
あ
る
方
（
年
齢

不
問
）

費
用　

無
料

そ
の
他　

入
隊
説
明
会
も
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

団　

高た
か

木ぎ　

☎
22
・
８
０
０
０

JA
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜
総
合

病
院
市
民
公
開
講
座
開
催

〜
知
っ
て
得
す
る
健
康
講
話
〜

日
時　

３
月
13
日
㈫　

17
時
〜
18
時

場
所　

JA
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜

総
合
病
院
２
階
会
議
室
（
上
早
見

４
１
８
の
１
）

内
容　

講
話　

①
自
宅
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

②
本
当

に
あ
ま
り
食
べ
て
い
な
い
で
す
か
？

講
師　

①
齋さ

い

藤と
う

千ち

寿ず

子こ

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
係
長　

②
小こ

ば

林や
し

礼あ
や

子こ

栄
養
科
科
長
補
佐

定
員　

１
５
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

無
料

問
合
せ　

同
病
院
企
画
広
報
課

渡わ
た

辺な
べ

・
髙た

か

林
ば
や
し　

☎
26
・
０
０
３
３
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教　
　

室

開
始
時
間

月
曜
日

①
息
継
ぎ

13
時
15
分

②
初
級
ク
ロ
ー
ル

14
時
30
分

③
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
グ

ロ
ー
ブ
体
操
Ａ

18
時
45
分

木
曜
日

④
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
グ

ロ
ー
ブ
体
操
Ｂ

13
時
10
分

⑤
は
じ
め
て
バ
タ

フ
ラ
イ

14
時
30
分

金
曜
日

⑥
脂
肪
燃
焼
ア
ク

ア
ダ
ン
ス

13
時
10
分

⑦
上
級
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

14
時
30
分

⑧
は
じ
め
て
背
泳

ぎ

18
時
30
分

土
曜
日

⑨
は
じ
め
て
ジ
ュ

ニ
ア

13
時
15
分

⑩
中
級
平
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ

14
時
30
分

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

期
間　

４
月
〜
７
月

※
各
教
室
と
も
45
分
〜
１
時
間
程

度
、
全
10
回

　

日
程
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク

レ
）

定
員　

①
②
⑤
⑧
⑨
⑩　

各
10
人

／
③
④
⑥
⑦　

各
15
人
（
い
ず
れ

も
超
え
た
場
合
抽
選
）

※
市
内
在
住
者
を
優
先
。
⑨
の
は

じ
め
て
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
は
前
回

（
１
月
〜
３
月
）
の
教
室
に
参
加

し
て
い
な
い
方
を
優
先
。

参
加
費　

３
０
０
０
円

※
参
加
費
の
ほ
か
に
プ
ー
ル
の
入

場
料
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

３
月
20
日
㈷

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書

（
菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
プ
ー

ル
（
☎
87
・
２
６
１
６
）
へ

※
参
加
者
が
①
②
⑤
⑧
⑨
⑩
は
そ

れ
ぞ
れ
６
人
に
、
③
④
⑥
⑦
は
そ

れ
ぞ
れ
８
人
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会
開
催

　

あ
な
た
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
27
日
㈫　

18
時
30
分

受
け
付
け
／
19
時
〜
21
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
大
集
会
室

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
踊
る

定
員　

50
人
程
度
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

５
０
０
円

問
合
せ　

久
喜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
研
究
会　

吉よ
し

岡お
か　

☎
22
・

２
１
４
６

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

　

初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
方

も
、
教
室
の
終
了
時
に
は
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

日
程　

４
月
22
日
〜
７
月
１
日 

各
日
曜
日
（
５
月
27
日
、
６
月
３

日
・
10
日
を
除
く
）
全
８
回　

13

時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

50
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

３
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代
、

保
険
料
）

申
込
期
限　

４
月
14
日
㈯　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏ふ
り

名が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　

角か
く

内う
ち

守ま
も
る（
〒
３
４
６

－

０
０
０
１　

久

喜
市
古
久
喜
１
３
４
の
３
／
☎
23
・

５
７
７
９
／
Ｅ
メ
ー
ルk

a
k
u
u
ch
i

@
m
b
f.n
ifty
.co
m

）
へ

市
民
太
極
拳
の
集
い

参
加
者
募
集

〜
初
心
者
大
歓
迎
！ 

太
極
拳
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日
時　

４
月
８
日
㈰　

９
時
30
分

〜
16
時

場
所　

総
合
第
２
体
育
館

内
容　

初
級
か
ら
上
級
コ
ー
ス
ま

で
全
日
本
選
手
権
大
会
上
位
入
賞

者
が
指
導

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

35
人
（
申
込
順
）

費
用　

３
０
０
円
（
飲
み
物
、
保

険
料
を
含
む
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
靴

底
の
薄
い
上
履
き

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈯
〜
23
日

㈮　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

は
が
き

に
、
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
久
喜
市
太
極

拳
連
盟　

持も
ち

田だ

廣ひ
ろ

子こ

（
〒
３
４
６

－

０
０
１
４　

久
喜
市
吉
羽
１
の

１
の
13　

☎
21
・
３
０
６
８
）
へ

い
き
い
き
温
泉
久
喜
の
催
し

☎
22
・
７
９
３
３

◆
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時　

３
月
13
日
㈫　

10
時
〜
15
時

内
容　

利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会

◆
健
康
体
操

日
時　

３
月
19
日
㈪　

13
時
〜
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

３
月
21
日
㈬　

13
時
30
分

〜
15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測

定
・
尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

３
月
28
日
㈬　

10
時
〜
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を

使
っ
た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば

林や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

市
立
図
書
館
の
催
し

－

中
央
図
書
館

－☎
21
・
０
１
１
４

◆
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
わ
ら
べ
う

た
の
会

日
時　

３
月
10
日
㈯　

11
時

内
容　

手
遊
び
と
わ
ら
べ
歌
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ

◆
お
や
こ
お
は
な
し
会
（
０
〜
２
歳
）

日
時　

３
月
17
日
㈯　

11
時

内
容　
「
ど
う
や
っ
て
ね
る
の
か

な
」

◆
え
ほ
ん
の
会
（
３
〜
４
歳
）

日
時　

３
月
17
日
㈯　

11
時
30
分

内
容　
「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら

が
ら
ど
ん
」

◆
名
作
映
画
会

日
時　

３
月
17
日
㈯　

14
時

内
容　
「
審
判
」
１
１
８
分　
　

－

菖
蒲
図
書
館

－☎
87
・
１
３
８
８

◆
お
は
な
し
会
（
幼
児
・
児
童
）

日
時　

３
月
17
日
㈯　

15
時

内
容　
「
あ
り
こ
の
お
つ
か
い
」

ほ
か

－

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室

－

☎
52
・
２
０
０
０

◆
か
ば
さ
ん
の
お
は
な
し
会
（
幼

児
・
児
童
）

日
程　

３
月
17
日
㈯
・
24
日
㈯　

各
10
時
30
分

内
容　
「
い
い
お
か
お
」
ほ
か

－

鷲
宮
図
書
館

－☎
58
・
１
０
０
２

◆
た
の
し
い
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

日
時　

３
月
17
日
㈯　

15
時

内
容　
「
は
ら
ぺ
こ
ヘ
ビ
く
ん
」

ほ
か

◆
お
じ
さ
ん
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

日
時　

３
月
24
日
㈯　

15
時

内
容　
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」
ほ
か
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コ
ー
ス

開
始
時
間

①
シ
ニ
ア

９
時

②
初
級
・
中
級
者

10
時
30
分

③
中
級
以
上

12
時

コ
ー
ス

開
始
時
間

④
シ
ニ
ア

９
時

⑤
初
級
・
中
級
者

10
時
30
分

⑥
中
級
以
上

12
時

し
み
ん
農
園
久
喜

緑
風
館
の
催
し

◆
1
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
テ
ニ
ス

教
室

日
程

○
月
曜
教
室　

３
月
19
日
・
26

日
、
４
月
２
日
・
９
日　

全
４
回 

90
分 総

合
体
育
館
の
催
し

☎
21
・
３
６
１
１

℻
21
・
１
４
５
５

◆
手
打
ち
そ
ば
作
り
体
験

日
時　

３
月
19
日
㈪　

９
時
30
分

〜
12
時
30
分

内
容　

久
喜
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
そ
ば
作
り

費
用　

６
０
０
円

◆
草
餅
作
り
体
験

日
時　

３
月
27
日
㈫　

９
時
30
分

〜
12
時
30
分

内
容　

よ
も
ぎ
を
練
り
こ
ん
だ
草

餅
作
り

費
用　

４
０
０
円

【
共
通
】

定
員　

12
人
（
申
込
順
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　

３
月
12
日
㈪　

12
時

30
分

※
各
事
業
と
も
、
参
加
者
が
５
人

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
内
線

２
８
６
３
）
へ

○
金
曜
教
室　

３
月
23
日
・
30
日
、

４
月
６
日
・
13
日　

全
４
回 

90
分

場
所　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

内
容　

ク
ラ
ブ
所
属
コ
ー
チ
に
よ

る
レ
ッ
ス
ン

対
象　

①
④
は
60
歳
以
上
／
②
③

⑤
⑥
は
20
歳
以
上

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
超
え
た

場
合
抽
選
）

費
用　

各
コ
ー
ス
５
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

持
物　

ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
有

り
）
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動

の
で
き
る
服
装

◆
２
美
し
く
ボ
デ
ィ
ー
メ
イ
キ
ン
グ

日
程　

３
月
22
日
・
29
日
、
４
月

５
日
・
12
日　

各
木
曜
日　

全
４

回　

15
時
〜
16
時

場
所　

総
合
第
１
体
育
館

対
象　

30
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取
り
入

れ
た
脂
肪
燃
焼
を
目
的
と
し
た
有

酸
素
運
動
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

費
用　

３
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装

◆
３
キ
ッ
ズ
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

日
程　

３
月
22
日
・
29
日
、
４
月

５
日
・
12
日　

各
木
曜
日　

全
４

回　

16
時
〜
17
時

場
所　

総
合
第
１
体
育
館

対
象　

５
歳
〜
小
学
校
低
学
年

定
員　

15
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

内
容　

リ
ズ
ム
感
を
養
い
、
健
康

増
進
を
図
る

費
用　

３
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装

【
１
〜
３
共
通
】

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈯
〜
18
日

㈰　

消
印
有
効

申
込
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
教
室
名
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
総
合
体
育
館
（
〒

３
４
６

－

０
０
２
９　

久
喜
市
江

面
１
６
１
６
）
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
の
催
し

－ 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー 

－

☎
21
・
５
３
５
４

◆
親
子
の
食
育
教
室

〜
一
緒
に
作
ろ
う
、
食
べ
よ
う
、

お
い
し
い
家
族
ご
飯
〜

　

親
子
で
料
理
を
作
る
こ
と
か
ら

食
育
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
24
日
㈯　

10
時
〜
13
時

場
所　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

ラ
ッ
プ
お
に
ぎ
り
、
豚
肉

ピ
ザ
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
の
調
理
実
習
と
試
食

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

定
員　

20
組
（
申
込
順
）

費
用　

一
人
３
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
上
履
き

（
子
ど
も
の
み
）

主
催　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
久
喜
支
部

申
込
開
始　

３
月
12
日
㈪　

９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

－ 
菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー 

－

☎
85
・
７
０
２
１

◆
３
Ｂ
体
操
前
期
コ
ー
ス

〜
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
し
な

や
か
に
〜

　

３
Ｂ
体
操
は
、
ボ
ー
ル
や

チ
ュ
ー
ブ
を
使
い
、
仲
間
と
楽
し

く
行
う
体
操
で
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
無
理

な
く
関
節
や
筋
肉
を
使
い
、
体
の

し
な
や
か
さ
を
保
ち
ま
す
。
運
動

が
苦
手
な
方
も
、
こ
の
機
会
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

４
月
５
日
㈭
か
ら
9
月
ま

で
の
月
２
回　

各
木
曜
日　

10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

18
人
（
申
込
順
）

※
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
平
成
23
年
度
の
３
Ｂ
体
操
に

参
加
し
て
い
な
い
方
を
優
先

費
用　

無
料

持
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み

物
、
ス
ト
レ
ッ
チ
用
の
敷
物

申
込
開
始　

３
月
12
日
㈪

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

－ 
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー 

－

☎
58
・
８
５
２
１

◆
け
ん
こ
う
大
学

「
歩
い
て
健
康
！　

ス
マ
ー
ト
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

　

お
花
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。

日
程　

４
月
５
日
㈭　

９
時
30
分

花
と
香
り
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

集
合
／
９
時
30
分
〜
15
時

※
雨
天
中
止

内
容　

権ご
ん

現げ
ん

堂ど
う

桜
堤
（
幸
手
市
）

ま
で
の
約
10
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

講
師　

健
康
運
動
指
導
士

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
申
込
順
）

持
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

申
込
期
間　

３
月
15
日
㈭
〜
30
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
〜
解
約
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
〜

し
ょ
う
ぶ
会
館
の
催
し

☎
85
・
０
３
７
０

◆
絵
本
の
へ
や

日
時　

３
月
13
日
㈫　

11
時
〜
11

時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
わ

に
わ
に
の
お
ふ
ろ
」
ほ
か
と
手
遊
び

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ

日
時　

３
月
16
日
㈮　

10
時
〜
11
時

内
容　

身
体
測
定
、
保
健
師
相
談

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
わ
く
わ
く
た
い
む

日
時　

３
月
16
日
㈮　

11
時
〜
11

時
30
分

内
容　

歌
、
手
遊
び
、
体
操
、
子

育
て
相
談

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

水
筒
、
タ
オ
ル

◆
親
子
で
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

〜
家
族
み
ん
な
で
ミ
ニ
運
動
会
〜

日
時　

３
月
17
日
㈯　

11
時
〜
11

時
30
分

内
容　

大
玉
こ
ろ
が
し
、
駆
け
足

な
ど

対
象　

３
・
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ
ル

◆
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

日
時　

３
月
24
日
㈯　

13
時
30
分

〜
15
時
30
分

内
容　

春
の
ミ
ニ
運
動
会

鷲
宮
児
童
館
の
催
し

☎
58
・
７
０
５
４

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

３
月
15
日
㈭　

10
時
30
分

〜
11
時

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　

久
喜
ど
ん
ぐ
り
に
よ
る
人

形
劇

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

久
喜
総
合
文
化
会
館
の
催
し

☎
21
・
１
７
９
９

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
番
組
の

お
知
ら
せ

　

生
解
説
に
よ
る
一
般
投
映
で
す
。

○
一
般
向
け
投
映
（
約
50
分
）

投
映
日　

月
・
水
・
木
曜
日　

16

時
30
分
／
土
曜
日　

①
13
時
30
分

②
15
時
30
分
／
日
曜
日
・
３
月
20

日
㈷
・
春
休
み
投
映
期
間
（
３
月

28
日
㈬
〜
４
月
8
日
㈰
）　

①
11

時　

②
13
時
30
分　

③
15
時
30
分

※
春
休
み
期
間
中
も
土
曜
11
時
は

こ
ど
も
向
け
投
映
で
す
。

３
月
の
テ
ー
マ
番
組　

「
ア
ル

ゴ
ー
船
の
冒
険
」
…
か
つ
て
一
番

大
き
な
星
座
だ
っ
た
ア
ル
ゴ
ー
座

に
ま
つ
わ
る
冒
険
の
物
語
で
す
。

※
春
休
み
期
間
中
、
内
容
変
更
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
こ
ど
も
向
け
投
映
（
約
40
分
）

投
映
日　

土
曜
日　

11
時

３
月
の
こ
ど
も
向
け
番
組　

「
な

な
つ
の
ほ
し
」

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ホ
ー
ル

観
覧
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円

／
３
歳
〜
中
学
生
１
０
０
円

※
各
種
割
引
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
１
１
０
番
情
報

【
相
談
事
例
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
洋
服
を
注

文
し
た
。
届
い
た
も
の
が
イ
メ
ー

ジ
と
違
う
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申

し
出
た
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

解
約
し
た
い
。（
40
歳
代　

女
性
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
国
語
の

教
材
を
注
文
し
た
。
届
い
た
本
を

読
ん
だ
ら
自
分
の
レ
ベ
ル
と
違
う

も
の
だ
っ
た
の
で
返
品
し
た
い
。

（
60
歳
代　

男
性
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

商
品
等
を
注
文
し
た
場
合
は
、
特

定
商
取
引
法
の
通
信
販
売
に
関

す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
通

信
販
売
で
商
品
を
契
約
し
た
場
合

は
、
返
品
に
つ
い
て
特
約
が
な
い
限

り
、
原
則
と
し
て
、
商
品
到
着
日
か

ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

と
は
異
な
り
、
返
品
に
要
す
る
費

用
は
消
費
者
が
負
担
し
ま
す
。

　

「
返
品
不
可
」
な
ど
の
返
品
特

約
が
あ
る
と
き
は
、
広
告
画
面
だ

け
で
な
く
最
終
申
し
込
み
画
面

に
も
表
示
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
表
示
が
最
終
申
し
込
み
画
面

に
な
い
場
合
、
返
品
特
約
は
有
効

と
な
ら
ず
、
商
品
到
着
日
か
ら
起

算
し
て
８
日
以
内
な
ら
申
し
込
み

の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
通
信
販
売
で
の
解
約

は
、
商
品
の
返
還
費
用
等
の
規
定

以
外
は
民
法
の
原
則
に
よ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
を

利
用
す
る
際
に
は
、
事
前
に
利
用

ガ
イ
ド
等
で
返
品
特
約
に
目
を
通

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
商
品
の
注
文
画
面
は
印
刷
し
、

代
金
振
り
込
み
の
控
え
は
保
存
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑶
間
違
っ
て
注
文
し
て
し
ま
っ
て

も
、
最
終
申
し
込
み
画
面
が
な

か
っ
た
場
合
は
注
文
を
無
効
に
で

き
ま
す
。

⑷
お
金
だ
け
支
払
っ
て
商
品
が
届

か
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
支
払
方
法
が
前
払
い
だ
け

で
な
く
、
カ
ー
ド
支
払
い
、
代
金

引
換
な
ど
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る

シ
ョ
ッ
プ
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
〜
金
曜
日
／
９
時
30
分
〜
16
時

市
消
費
生
活
相
談
室

24
ペ
ー
ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ 

く
ら
し
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
４
１
）

対
象　

小
学
生

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ
ル

◆
お
散
歩
に
行
こ
う
！

日
程　

①
３
月
26
日
㈪　

②
３
月

27
日
㈫　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

公
園
で
ゲ
ー
ム
や
運
動
を

し
よ
う
／
子
育
て
座
談
会

対
象　

①
１
・
２
歳
児
と
保
護
者

②
３
・
４
歳
児
と
保
護
者

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ
ル

◆
み
ん
な
の
広
場

日
時　

３
月
27
日
㈫　

受
け
付
け

13
時
30
分
／
14
時
〜
16
時

内
容　

人
形
劇
、
歌
な
ど

◆
春
の
遠
足
に
行
こ
う
！

日
程　

３
月
30
日
㈮　

７
時
45
分

集
合
／
７
時
50
分
出
発
〜
16
時
帰

着
予
定

※
市
バ
ス
を
利
用

場
所　

消
し
ゴ
ム
の
工
場
見
学

（
八
潮
市
）
ほ
か

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

定
員　

30
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申
込
期
間　

３
月
12
日
㈪
〜
17
日
㈯

申
込
方
法　

直
接
、
し
ょ
う
ぶ
会

館
へ
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内　　容 日　　時 場　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】前日まで

３月12日㈪
13時～16時

久喜総合文化会館
研修室１・２、和室１・２

人権推進課人権推進係
（内線2321）

３月21日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

３月15日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
応接室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

３月26日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線319）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】１か月前から

３月16日㈮
13時～17時

市役所１階
相談室１・２ 人権推進課男女共同参画係

（内線2322）４月６日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

４月10日㈫
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

くらし安全課
市民生活・青少年係
（内線2641）

４月20日㈮
13時30分～16時30分

栗橋総合支所２階
第１会議室

市役所３階
ミーティングルーム

５月１日㈫
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

５月７日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

行政相談
（国の事務に関すること）

３月21日㈬
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

くらし安全課
市民生活・青少年係
（内線2641）

鷲宮総合支所４階
405会議室

３月21日㈬
13時30分～16時

市役所３階
ミーティングルーム

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室 消費生活相談室　☎22－3925

※相談時間外は、くらし安全課
市民生活・青少年係（内線2641）

特設消費生活相談
３月15日㈭

10時～12時／13時～16時
鷲宮総合支所４階
406会議室

年金相談
【要予約】

３月21日㈬
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
406会議室

鷲宮総合支所市民税務課
☎58－1111（内線126）

住宅耐震相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談
毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時 市役所２階

商工観光課
商工観光課商工労働係
（内線2881）

生活就労相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～16時

家庭児童相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
市役所１階子育て支援課
※電話相談も可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか・くぷる
※電話相談も可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147

児童相談
毎週月～金曜日

（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター
鷲宮児童館
※電話相談も可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
各市立保育園
※電話相談も可

各市立保育園

広報　くき　2012（平成24年）.３ 24

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
の
申
し
込
み
は
各
事
業
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
名
・
日
時
・
事
業
等
の
担
当
課
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
３
／
FAX 

23
・
０
６
９
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市役所　☎ 22－1111／  22－3319

手



交通事故発生状況　１月

人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

57 1 3 55 259

火災・救急統計速報　１月

建　物 5件 急　病 353件

車両・船舶 0件 交　通 58件

その他 3件 その他 185件

火災件数 8件 救急件数 596件

診　療　日 診療時間

３月４日㈰

1９時～22時３月11日㈰

３月18日㈰

３月20日㈷ 14時～17時 1９時～22時

３月25日㈰

1９時～22時４月１日㈰

４月８日㈰

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
全
額
助
成
を
継
続
し
ま
す

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

ワ
ク
チ
ン
名

対　
　

象　
　

者

接
種

回
数

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

（
相
当
年
齢
）
ま
で
の
女
子

※
高
校
２
年
生
の
方
は
、
平

成
24
年
３
月
末
ま
で
に
１
回

以
上
接
種
を
受
け
た
場
合
に

限
り
助
成
し
ま
す
。

３
回

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
開
始
年
齢
２
か
月
以
上

７
か
月
未
満

４
回

７
か
月
以
上
１
歳
未
満

３
回

１
歳
以
上
５
歳
未
満

１
回

小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
開
始
年
齢
2
か
月
以
上

７
か
月
未
満

４
回

７
か
月
以
上
１
歳
未
満

３
回

１
歳
以
上
２
歳
未
満

２
回

２
歳
以
上
５
歳
未
満

１
回

診療科目

　内科・小児科

受付時間

　診療開始30分前から

　終了30分前まで

所在地　本町５の10の47　

（中央保健センター併設）

☎＆　　21－9090

※お問い合わせは診療時間内に

お願いします。

〜
平
成
24
年
度
も

　
　
　
　

継
続
し
て
助
成
し
ま
す
〜

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
法

律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
の
予
防
接
種
で

は
な
く
、
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
防
効
果
や
副

反
応
等
を
ご
理
解
の
上
、
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

接
種
の
目
的
・
効
果 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
よ
る
発
症
を
予
防
し
ま
す
。

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

細
菌
性
髄
膜
炎
等
の
発
症
を
予
防
し

ま
す
。

接
種
方
法　

市
内
の
実
施
医
療
機
関
に

直
接
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
は
３
月
15
日
配
布
予

定
の
「
平
成
24
年
度
保
健
事
業
日
程

表
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

持
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証

な
ど

助
成
内
容　

接
種
費
用
を
全
額
助
成

助
成
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
㈰

※
期
間
終
了
後
の
接
種
は
、
国
の
対
応

が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日　時　３月13日㈫

10時～12時／

13時～16時

場　所　ダイエー東鷲宮店

内　容　全血献血

問合せ　健康医療課地域医療係

　　　　（内線3423）

愛の献血にご協力を！

平
成
24
年
度
対
象
・
助
成
内
容 

問
合
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
央
☎
21
・
５
３

５
４
／
菖
蒲
☎
85
・
７
０
２
１
／
栗
橋
☎
52
・

５
５
７
７
／
鷲
宮
☎
58
・
８
５
２
１
）

小児救急電話相談

休日や夜間の子どもの急病時の対処方法等の相談が受けられます。
月～土曜日：19時～23時

日曜日・祝日・年末年始：9時～23時

＊ダイヤル回線・IP電話は　☎048－833－7911

♯8000♯8000 埼玉県救急医療情報センター
県民案内電話

　県民の皆さんからの電話に応じて、
ご希望に近い医療機関を案内しています。
（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

048-824-4199048-824-4199（（24時間対応24時間対応））
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事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 ３月16日㈮ 受付：13時～13時45分 平成23年11月生まれ

10か月児健康診査 ３月15日㈭ 受付：13時～13時45分 平成23年５月生まれ

３歳児健康診査 ４月10日㈫ 受付：13時～13時45分 平成20年1２月生まれ

乳幼児健康相談 ３月12日㈪ 受付：13時～14時

離乳食のすすめ方教室【要予約】 ３月21日㈬ 10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

検診会場 菖蒲保健センター 鷲宮保健センター

申 込 先 菖蒲保健センター 鷲宮保健センター

申込開始 ４月６日㈮ ４月11日㈬

検 診 日
５月８日㈫
５月９日㈬

　５月17日㈭
　６月15日㈮
◎６月18日㈪

●鷲宮保健センターの保健事業（☎58-8521／  59-2441）

乳幼児の発育・発達のことでお悩みの方へ
　乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施して
います。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

年齢計算基準日：平成25年３月31日

◆乳がん・子宮頸がん検診

【対象】乳 が ん 検 診…40歳以上の偶数年齢の女性（視触診・マンモグラフィ）

30歳以上の偶数年齢の女性（視触診のみ）

子宮頸がん検診…20歳以上の偶数年齢の女性

※乳がん・子宮頸がん検診は平成23年度受診していない奇数年齢の方も対象

★保健福祉のために
カラ研・オーディオクリニックさん 金 41,320円
株式会社 向山工場さん 金1,000,000円

すこやか３歳児のつどい
日時　３月24日㈯　９時30分受け

付け／10時～12時

場所　菖蒲保健センター

内容　賞状と記念品贈呈、親子遊び

対象　平成20年４月２日から平成

21年４月１日までに生まれ

た子どもとその保護者

定員　50人（申込順）

主催　久喜市菖蒲母子愛育会 

申込期間　３月12日㈪～19日㈪

申込み・問合せ　電話または直接、

菖蒲保健センター（☎85－7021）へ

　４月１日以降に、東京都・埼玉県・

栃木県・茨城県・群馬県・千葉県・

神奈川県以外の医療機関で妊婦健

康診査を受診する方は、お持ちの妊

婦健康診査受診票・助成券が使用で

きなくなるため自費受診となります。

　出産後、健診費用の一部を助成し

ますので妊婦健康診査助成金の申請

手続きをしてください。

対象　妊婦健診受診日に市内に住所

を有する方

申請場所　居住する地区の保健セン

ター

申請期間　出産日から６か月以内

持物　妊婦健康診査受診票・助成

券、受診した医療機関が発行した領

収書の写し、母子健康手帳、通帳

の写し（振込先の口座が分かるも

の）、申請者の印鑑

申込み・問合せ　各保健センター

（中央☎21－5354／菖蒲☎85－

7021／栗橋☎52－5577／鷲宮☎

58－8521）

一都六県以外の医療機関で妊婦健診の受診を予定している方へ

曹洞宗寺院有志一同さん 金 29,120円
ADEKA労働組合久喜分会さん 金230,000円

◎印の日程は、乳がん検診のみ。

申込方法・問合せ　直接または電話で、菖蒲または鷲宮保健センターへ（菖蒲☎85－7021／鷲宮☎58－8521）

４月上旬申し込み開始の  がん検診情報
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事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

１歳６か月児健康診査 ３月13日㈫ 受付：13時～14時 平成22年９月生まれ

３歳児健康診査 ３月12日㈪ 受付：13時～14時 平成20年11月生まれ

むし歯予防教室【要予約】 ３月15日㈭ 受付：９時～10時10分 平成21年９月～1２月生まれ

ママ・パパ教室【要予約】 ３月10日㈯ ９時30分～12時
出産予定日が平成24年６月～７月の妊婦と
その家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 ３月13日㈫ 受付：13時～13時30分 平成23年11月生まれ

１歳６か月児健康診査 ４月10日㈫ 受付：12時50分～13時30分 平成22年９月～10月生まれ

３歳児健康診査 ３月27日㈫ 受付：13時～13時30分 平成20年11月生まれ

乳幼児健康相談
３月19日㈪

受付：９時30分～11時
４月９日㈪

ポリオ予防接種【要予約】
４月３日㈫

受付：13時～13時30分
平成23年１月～３月生まれ

４月６日㈮ 平成23年７月～９月生まれ

ダンベル体操 ３月15日㈭
９時30分～10時30分

市内在住者
10時40分～11時40分

ウオーキング体操 ４月５日㈭
９時30分～10時30分

市内在住者
10時40分～11時40分

多胎児のつどい
（双子・三つ子をもつ親のつどい）

３月14日㈬ 10時30分～11時30分 双子・三つ子を育てている方

コアラ
（障がいをもつ子どもの親のつどい）

３月16日㈮ ９時30分～11時30分 心や身体にハンデを持つ子どもの保護者

事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 ４月4日㈬ 受付：12時30分～12時50分 平成23年11月～1２月生まれ

10か月児健康診査 ３月12日㈪ 受付：12時30分～12時50分 平成23年４月～５月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月14日㈬ 受付：12時30分～12時50分 平成22年７月～８月生まれ

乳幼児健康相談 ４月2日㈪ 13時30分～15時

ママ・パパ教室（菖蒲３コース）
【要予約】

３月15日㈭・18日㈰
出産予定日が平成24年６月～９月の妊婦
とその家族

精神保健福祉士による心の健康相
談【要予約】

３月16日㈮ 13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

健康体操 ４月２日㈪ 13時30分～15時 おおむね40歳以上の市内在住者

３Ｂ体操【要予約】 ４月５日㈭ 10時～11時30分 おおむね40歳以上の市内在住者

●栗橋保健センターの保健事業（☎52-5577／  52-0123）

●菖蒲保健センターの保健事業（☎85-7021／  85-7886）

　３月10日㈯～４月10日㈫
　※３月１日から９日までは広報くき２月１日号に掲載しています。
各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主
になります。ほかの地区で受診や参加を希望される場合は各保健センターへ
お問い合わせください。

●中央保健センターの保健事業（☎21-5354／  21-5392）
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太刀

　

郷
土
資
料
館
の
展
示
室
に
入
る
と
、
右
側
に

刃
の
長
さ
が
１
ｍ
以
上
も
あ
る
大
き
な
太
刀
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
太
刀
は
実
物
と
同

じ
大
き
さ
の
「
写
し
」
で
す
が
、
刀

か
た
な

鍛か

冶じ

が
製

作
し
た
真
剣
で
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
・
迫
力
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
物

は
鷲
宮
神
社
（
鷲
宮
１
丁
目
）
に
伝
来
し
た
も

の
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
太
刀
の
刃
の
部
分
に
は
、
表
に
「
武ぶ

州
し
ゅ
う

太お

お

田た

の

庄
し
ょ
う

鷲
山
大
明
神
」
と
奉
納
先
の
神
社

名
、
裏
に
「
永え

い

和わ

二
年
卯う

月づ

き

十
九
日　

義よ

し

政ま

さ

」

と
奉
納
し
た
年
月
日
と
人
物
名
が
彫
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
茎

な
か
ご

に
は
「
備び

っ

中
ち
ゅ
う
の

国く

に

住
じ
ゅ
う

人に

ん

吉よ

し

次つ

ぐ

」
と
刀
鍛
冶
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す

（
備
中
国
は
現
在
の
岡
山
県
）
。

　

表
面
に
あ
る
「
武
州
」
と
は
武む

さ

蔵し

の

国く

に

の
こ

と
、
「
太
田
庄
」
と
は
現
在
の
埼
玉
県
東
部
に

存
在
し
た
荘
園
（
太お

お

田た

の

荘
し
ょ
う

）
の
こ
と
、
「
鷲
山

大
明
神
」
と
は
鷲
宮
神
社
の
こ
と
で
す
。

　

太
田
荘
は
太
田
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
平

安
時
代
末
に
成
立
し
た
荘
園
で
す
。
北
は
現

在
の
熊
谷
市
、
南
は
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
に
及

ぶ
広
大
な
範
囲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
鷲
宮
地
区
や
久
喜
地
区
の
一
部

が
太
田
荘
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
鷲
宮
神
社

は
太
田
荘
の
中
で
総そ

う

鎮ち

ん

守じ

ゅ

と
さ
れ
た
神
社
で
す
。

　

裏
面
に
あ
る
永
和
２
年
は
西
暦
１
３
７
６
年

の
こ
と
、
「
義
政
」
と
は
こ
の
太
刀
を
奉
納
し

た
小お

山や

ま

義よ

し

政ま

さ

の
こ
と
で
す
。

　

小
山
氏
は
、
現
在
の
栃
木
県
小
山
市
を
拠
点

に
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
た
豪
族
で
す
。
義
政
の

祖
父
が
足あ

し

利か

が

尊た

か

氏う

じ

と
新に

っ

田た

義よ

し

貞さ

だ

と
の
戦
い
で

尊
氏
側
に
付
い
て
活
躍
し
、
尊
氏
か
ら
恩
賞
と

し
て
太
田
荘
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
小
山
氏
は

そ
も
そ
も
太
田
荘
を
開
発
し
た
太
田
氏
の
末ま

つ

裔え

い

で
あ
り
、
小
山
氏
に
と
っ
て
太
田
荘
は
先
祖
に

縁
の
あ
る
特
別
な
土
地
で
し
た
。
そ
の
た
め
も

あ
っ
て
か
、
義
政
は
太
田
荘
の
総
鎮
守
で
あ
る

鷲
宮
神
社
を
信
仰
し
、
記
録
に
残
る
だ
け
で
も

応お

う

安あ

ん

５
年
（
１
３
７
２
）
に
社
殿
の
再
建
、
永
和

２
年
に
こ
の
太
刀
の
奉
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
山
氏
の
本
拠
地
小
山
に
は
鷲わ

し

城じ
ょ
う

と

呼
ば
れ
る
城
が
あ
り
ま
し
た
。
城
内
に
鷲
宮
神

社
の
分
社
が
あ
っ
た
た
め
に
鷲
城
と
呼
ば
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
政
と
鷲
宮
と

の
強
い
繋
が
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資
料

係
（
内
線
４
３
２
３
）

○寄附をするには
①窓口での寄附　自治振興課または各総合支所市民税
務課で寄附ができます。寄附の際は、「市民活動サ
ポーター」として登録させていただきます。
②募金箱での寄附　市内の商店や公共施設などに募金
箱を設置しています。
③不要入れ歯リサイクル　ＮＰＯ法人日本入れ歯リサ
イクル協会と協力し、不要入れ歯の回収を行っていま
す。入れ歯の金属部分をリサイクルして得られた収益
が、市民活動推進基金と日本ユニセフ協会に寄附され
ます。

回収ボックス設置場所　市役所１階ロビー、各総合支
所、ふれあいセンター久喜、中央公民館、東公民館、
西公民館、菖蒲老人福祉センター、森下公民館、健康
福祉センター（くりむ）、栗橋コミュニティセンター
（くぷる）、栗橋文化会館（イリス）、鷲宮福祉セン
ター、鷲宮東コミュニティセンター（さくら）、鷲宮
西コミュニティセンター（おおとり）
問合せ　自治振興課市民活動推進係（内線2624）／
各総合支所市民税務課（菖蒲・内線111／栗橋・内線
216／鷲宮・内線132）

　市では、市民の皆さんからの寄附金と市の財源を合わせて「市民活動推進基

金」を設けています。この基金を活用して、さまざまな市民活動に財政的支援を

行っています。基金への寄附にご協力をお願いします。

市民活動推進基金に市民活動推進基金に
ご協力くださいご協力ください

連
載 

久
喜
歴
史
だ
よ
り 

（
第
５
回
）

鷲わ
し
の
み
や
じ
ん
じ
ゃ

宮
神
社
の
太た

刀ち




